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１．大会概要                                       

●開催日時   平成30年10月12日（金） 13：00～17：00 

●会  場   富山国際会議場大手町フォーラム メインホール（〒930-0084 富山県富山市大手町1-2） 

●主  催   環境省、環境省中部地方環境事務所、富山県、３Ｒ活動推進フォーラム 

●開催内容    

（１）式典（13：00～13：55） 

  ・主催者挨拶  あきもと司環境副大臣 

          石井隆一富山県知事 

          崎田裕子３Ｒ活動推進フォーラム副会長 

  ・来賓祝辞   高野行雄富山県議会議長 

  ・表彰式     循環型社会形成推進功労者環境大臣表彰 

          ３Ｒ促進ポスターコンクール最優秀賞表彰 

（２）記念シンポジウム～富山から世界に！みんなでつなぐ３Ｒの未来～（14：20～16：55） 

  ・基調講演１「富山県における３Ｒの取組み」 

講師：富山県知事 石井隆一氏 

  ・事例発表１「中越パルプ工業株式会社の３Ｒの取組について」 

    発表者：中越パルプ工業株式会社二塚製造部原質課課長 種友雄氏 

  ・事例発表２「考えよう！わった～島の３Ｒ」 

    発表者：沖縄県環境部環境整備課長 松田了氏  

  ・基調講演２「SDGs時代の改正循環計画と３Ｒの推進」 

講師：３Ｒ活動推進フォーラム会長・慶應義塾大学経済学部教授 細田衛士氏 

 

・パネルディスカッション「資源効率性を高めた地域循環共生圏の形成」 

＜コーディネーター＞ 

 ３Ｒ活動推進フォーラム副会長・ 

NPO法人持続可能な社会をつくる元気ネット理事長      崎田裕子氏 

＜パネリスト＞ 

全国地域婦人団体連絡協議会会長・富山県婦人会会長    岩田繁子氏 

富山県消費者協会会長                  尾畑納子氏 

ハリタ金属株式会社代表取締役社長            張田真氏 

環境省環境再生・資源循環局総務課循環型社会推進室長   冨安健一郎氏 

富山県生活環境文化部環境政策課長            矢野康彦氏  

（３）次回開催地挨拶（16：55～17：00） 

      新潟市環境部廃棄物政策課長 鈴木稔直氏  

（４）３Ｒ推進展示コーナー 

（５）名刺交換会 

（６）関連イベント 

    施設見学会 

 とやま環境フェア2018 

●参加者数  600名 
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●会場風景 

 

会場となった富山国際会議場大手町フォーラム 

受付では資料をマイバッグに入れて配布 

会場全景 

会議場入口
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大会式典の模様 

受賞者記念撮影 
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２．式典                                         

（１）主催者挨拶 

●あきもと司氏（環境副大臣） 

 本日は、第13回３Ｒ推進全国大会に多くの皆様にお集まりいただき感謝を

申し上げます。また、本大会を開催するにあたり、石井知事をはじめ富山県

の皆様、そして関係自治体の皆様、関係団体の皆様の御協力をいただき、重

ねて感謝を申し上げます。 

さて、人類がこれからも存続し、環境を守っていくためには、廃棄物の３

Ｒをしっかり徹底して実施し、循環型社会を構築していくことが必要不可欠

と感じています。そのためには、多くの皆様にこの精神のもと、様々なアイ

デアを発表し、共有し、情報発信をしていき、さらに一層この精神や運動を

推進する、そのために今大会はあると考えており、13回を迎えるこの大会が

年々大きなものとなっていることを大変心強く思っております。 

循環型社会形成推進功労者環境大臣表彰では、全国の皆様から様々提案していただき、今回も表彰を授与

させていただきます。また、３Ｒ促進ポスターコンクールについては、小学生の低学年から中学生まで大人

顔負けのすばらしいポスターで、5,000点を超える作品が今回応募されたことに改めて感謝申し上げます。ぜ

ひ本大会を通じてこの３Ｒが更に一層広まり、独自の発想や工夫をこらした取組が、循環型社会の形成に向

けてつながっていければと思っております。 

環境省としても、本年６月に閣議決定された第４次循環型社会形成推進基本計画のもと、３Ｒの推進に向

けて取組を進めております。例えば今日もブースを設けておりますが、2020年の東京オリンピック・パラリ

ンピックに向けたメダルを使用済みの小型家電からリサイクルされた金属で作成する「都市鉱山からつく

る！みんなのメダルプロジェクト」に取り組んでおり、多くの皆様に御協力をいただいております。第１回

目の東京オリンピック・パラリンピックは昭和39年、日本社会が戦後から脱却し国際社会に復帰する大きな

機運の高まった大会でした。次の東京オリンピック・パラリンピックでは、エコや省エネをしっかりと定義

し、循環型社会に向けた構築というものも世界に情報発信していく役目をもつ大会にしていかなくてはなら

ないと思っています。私の地元は東京の江東区で、今回はオリンピックの中心地となってまいります。地元

では江東オリンピックと呼んでいます。ぜひ開催の際にはお越しいただければ幸いです。富山県におかれま

しても様々な取組をしていただき、私も今、会場で配布された青いエコバッグをつけましたが、現在は海洋

プラスチックが非常に大きな国際社会での問題となっております。プラスチックに対する考え方というもの

を、より一層国民の皆様にご理解をいただきながら、ライフスタイルについてもしっかりと今一度考えてい

ただく、そういった機会も設けていかなくてはならないと思っています。 

今大会を通じて、そういった大きな理念や運動が国民全体へ広がり、関係者の皆様の御努力により循環型

社会の形成が更に進みますことを心からお願いを申し上げながら、御挨拶と代えさせていただきます。本日

はどうぞよろしくお願いします。 

 

●石井隆一氏（富山県知事） 

皆様こんにちは。第13回目の３Ｒ推進全国大会が、多くのご来賓、そして多くの３Ｒの推進や環境問題に

関心の高い皆様、また、全国で実践活動をなさっておられる皆様に御参加いただき、こうして盛大に開催さ

れますことを本当に喜ばしく嬉しく思います。 

富山県は、標高3,000m 級の立山連峰と水深1,000m を超える富山湾、この二つを直径40-50km の富山平野
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がつなぐ大変ダイナミックな地形で、豊かで美しい自然環境にも恵まれてお

ります。こうした自然環境を次の世代にしっかり引き継いでいくことが今を

生きる私たちの責務です。とりわけ富山県は、かつて神通川流域でイタイイ

タイ病が発生し、日本の四大公害病の一つといわれた悲惨なことがあり、そ

れを克服した歴史もあります。そこから培われてきた県民の高い環境意識に

支えられて、ちょうど10年前に県単位では全国初となるレジ袋の無料配布廃

止を実行しました。また、資源物回収や低炭素化など環境に配慮した取組み

を行う小売店舗を登録する「とやまエコ・ストア制度」の創設、法制度のモ

デルとなった富山型使用済小型家電リサイクルの実施等、色々な取組を進め

ております。そうしたことが評価をいただき、２年前にこの富山市のまさにこの会場でＧ７環境大臣会合が

開催され、大変大きな成果がありました。その中の一つとして、富山物質循環フレームワークが採択され、

それがそのまま伊勢志摩首脳会談でも宣言に取り入れられました。富山県にとっては大変光栄なことで、以

来このフレームワークの中でも一番典型的な事項の食品ロス・食品廃棄物の削減運動を、消費者・事業者・

行政が一体となって推進しております。 

こうしたなかで、レジ袋の無料配布の廃止を始めて10周年の節目の年に、この３Ｒ推進全国大会を開催し

ていただくことは大変ありがたいことですし、県としてもこの機会に県内の皆様はもちろん、全国各地から

お越しの皆様に、富山県の３Ｒ、環境問題に対する取組を御説明し、御理解いただくとともに、こうした活

動が日本全体に広がり、３Ｒはもちろんですが、気候変動、海洋汚染、漂着ごみ問題などの様々な課題解決

につながっていくことを願っております。 

なお、富山県は「立山黒部アルペンルート」や世界文化遺産の「五箇山合掌造り集落」、「富山湾」など、

見所が沢山あります。お時間の許す方は、この機会にそうしたものにも触れていただき、富山県の魅力も感

じていただけるとありがたいと思います。 

最後に、この３Ｒ推進全国大会の開催に当たり大変ご尽力をいただきましたあきもと環境副大臣はじめ環

境省の皆様、また３Ｒ活動推進フォーラムの皆様、また全国からお越しの皆様方、おひとりおひとりの今後

の益々の御健勝と御発展をお祈りし、またお世話になった皆様に感謝を申し上げまして、開会の御挨拶とさ

せていただきます。今日は皆様よろしくお願いします。 

 

●崎田裕子氏（３Ｒ活動推進フォーラム副会長） 

本日は第13回３Ｒ推進全国大会に、富山県、そして全国からこのように大

勢の皆様にお集まりいただきありがとうございます。今日はこれからまず表

彰式をいたしますが、循環型社会形成推進功労者環境大臣表彰に受賞される

皆様と３Ｒ促進ポスターコンクールで最優秀賞を受賞された皆様、本当にお

めでとうございます。この受賞を機会に、益々活動を広げていただければ大

変ありがたいと思っております。 

大会にあたり、石井知事はじめ富山県の皆様方に大変お世話になり本日開

催させていただくことができました。富山国際会議場という大変立派な施設

で、環境に志高く持っておられる地域の皆様と、この大会が開催できること

をありがたく思っております。 

３Ｒ活動推進フォーラムに関して御紹介させていただきます。まずきっかけとして平成16年にアメリカの

シーアイランドで開催されたＧ８サミットに参加した当時の小泉首相が、ごみ問題は大変重要であるという
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ことで発生抑制、再使用、再生利用、いわゆる３Ｒを通じた循環型社会を作るために３Ｒイニシアティブを

提唱されました。その後平成17年に、日本として３Ｒを通じた循環型社会構築を国際的に推進するため、日

本の行動計画を作るということでごみゼロ国際化行動計画を発表されました。こうした動きの中、日本で３

Ｒにしっかり取り組み循環型社会構築を進めるために、ごみゼロパートナーシップ会議を改変して、この３

Ｒ活動推進フォーラムが平成18年に設立されました。全国の自治体、民間団体、NGOなど多くの皆様との連

携の中で循環型社会の課題を解決していこうという取組で、自治体が 71 会員、民間団体が 68 会員、あわせ

て 139 団体で構成されており、具体的な取組としては、今日の全国大会、色々な表彰制度、そして自治体や

民間の方と共に３Ｒ普及啓発のセミナーや活動を全国で展開してまいりました。これからもこういう活動を

展開して参りたいと思います。 

今、海洋プラスチック問題を入口にして世界的にも課題になっておりますが、日本としてもこのプラスチ

ック資源循環戦略の会議が環境省を中心に開催されています。この流れに沿って、来年のＧ20 までの間に、

私たち自身も身近なライフスタイルやビジネススタイルの見直しなど、行動を広げていければと思っており

ます。富山県の皆様も、日本海に面した地にありますので近隣県の皆様と連携しながら海ごみ対策など、一

層広めていただければと思っております。３Ｒ活動推進フォーラムとしても、普及啓発活動など役割をしっ

かり果たして参ります。循環型社会づくりは日本だけではなく国際的にも大変大きな課題になっています。

2015 年国連で採択された SDGs、持続可能な開発のための 2030 年目標というものがあります。この中の目標

12 にも、つくる責任つかう責任と、大変明確に、多くの課題を主体を連携させて解決をしていこうとうたわ

れております。３Ｒ活動推進フォーラム自体は国内の普及啓発活動を中心にしておりますが、環境省の皆様、

そして全国の自治体の皆様、民間団体、NGO、そして市民団体の皆様との連携を進めながら、これからも皆様

と共に循環型社会づくりに歩んでいきたいと思います。皆様のこれからの御協力をお願いしながら、最初の

御挨拶とさせていただきます、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（２）来賓祝辞 

●高野行雄氏（富山県議会議長） 

第13回３Ｒ推進全国大会が本県において盛大に開催されるに当たり、富山県

議会を代表いたしまして一言御挨拶を申し上げます。全国各地からの御参加の

皆様方には、ようこそ富山県にお越しをいただきました。心から歓迎を申し上

げる次第です。また本日、栄えある表彰をお受けになられます皆様方には心か

らお祝いを申し上げますとともに、今後とも壮健で一層の御活躍をいただきま

すようお願いをいたします。 

さて今日、私たちは豊かな生活を送る一方で様々な環境問題に直面をしてお

ります。日本の素晴らしい自然や環境を次の世代にしっかりと引き継いでいく

ためにも、まさに今国民一人一人に環境への理解が求められるとともに、レジ

袋無料配布廃止や食品ロス削減など、環境にやさしい社会づくりの具体的な取組の定着が求められるところ

です。このようななか、本日記念シンポジウムや多彩な催し物を通して、全国の３Ｒ活動の更なる普及啓発

が図られますことは、循環型社会の形成や環境保全の更なる推進に寄与するものと大いに期待をしておりま

す。また、県外からお越しの皆様方にはぜひこの機会に富山県の美しい風景や自然、新鮮な食材、個性豊か

な伝統文化など、本県の魅力にふれていただき、今回の大会を契機として再び御来県いただければ幸いです。 

終わりに本大会の御成功と本日御列席の皆様の御健勝・御多幸を心から祈念をいたしまして、挨拶といた

したいと思います。本当に今日はありがとうございます。 
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（３）表彰式 

●平成30年度循環型社会形成推進功労者環境大臣表彰 

 循環型社会形成推進功労者環境大臣表彰は、先駆的又は独創的な取組により、循環型社会の形成について

顕著な成果を上げている企業、団体又は個人に対して、環境省が毎年表彰しているもので、平成30年度は、

企業７件、団体３件が表彰されました。受賞者と功績内容は以下の通りです。 

区分 都道府県 企業名・団体名 取組内容

富山県 小矢部市立石動小学校

平成15年度から不要になった制服及び運動服を回収して下級生が再利用する取組
を実施。卒業生が進学した中学校への回収ボックス設置や遊休品バザーの開催な
ど回収方法を工夫。また、地域の協力を得ながらアルミ缶を回収し、地域の福祉
施設や盲導犬育成団体へ寄付を行うなど地域の循環型社会づくりの中心的な役割
を担っている。

富山県 射水市立放生津小学校

平成7年から地域の清掃活動やアルミ缶の回収活動を実施。その活動を児童各自が
まとめ、お互いの活動を評価することを通じて３Ｒの意識向上につなげている。
また、平成18年からは、４年生の児童が、地球温暖化や海岸漂流ごみ等の環境問
題について学習し、自分たちにできることを考えて「10の取組み」を設定し、そ
の取組を家族と一緒に４週間にわたり実践している。

徳島県
徳島県立阿南工業・阿南光高
等学校

阿南市では放置竹林が問題となっているが、平成27年に地元のNPOと連携して未利
用の竹材を利用した防災懐中電灯「ぽてっとライト」を製作。これは振動セン
サーで点灯するもので、夜間の大地震による停電を想定したもの。地元中学校で
は「ぽてっとライト」の組み立てキットを技術科教材としているほか、地震で被
害を受けやすい離島の全世帯に無料配布する等、地域課題の解決に取り組んでい
る。

富山県 中越パルプ工業株式会社

平成20年から地域の団体や企業・行政と連携して使用済み割り箸や年賀はがきを
回収し、自社でコピー用紙や模造紙を製造し、地元の小中学校に寄付する活動を
行っている。さらに平成25年からは、園児を対象とした環境教育を実施。また製
紙工程では廃棄物燃料を積極的に使用し化石燃料の削減に取り組んでいる。

北海道
佐川急便株式会社　札幌北営
業所

これまで環境対応型梱包容器である折りたたみコンテナは企業対企業の往復利用
で使用されていた。平成18年にこのコンテナを病院の入退院用の手荷物輸送サー
ビスに活用する「ホスピタル便」を現場（営業所）から発案して始めた。この結
果、段ボールの使用を年間1200枚削減できた。

青森県 株式会社ユニバース

平成22年からレジ袋有料化による収益金を環境貢献活動として還元するため、県
や市町村と連携し「資源ごみ回収ステーション」を設置する町内会等へ寄付を実
施。また店舗から排出される食品残さを有効利用した食品リサイクル・ループの
取組や店頭回収を実施し、３Ｒの推進に寄与している。

埼玉県
比留間運送株式会社　入間工
場

昭和53年以来、様々なリサイクルに取り組み、最近は建築資材として使用された
軽量気泡コンクリートに剪定枝や生ごみのたい肥を混合し、一般的な植栽土壌と
比べ50％軽量の屋上緑化土壌を開発。ヒートアイランドを緩和する製品として幅
広く利用されている。

東京都
株式会社セブン＆アイ・ホー
ルディングス

平成24年からグループのスーパーの店頭にペットボトルの自動回収機を設置。そ
の場で異物除去・減容化した後、リサイクル会社で再生樹脂原料を製造。その樹
脂はプライベートブランド「セブンプレミアム」の商品パッケージとなり再びお
店で販売されている。平成30年2月での設置台数は701台。平成29年度の回収量は7
千トンを超えた。

大阪府 株式会社ウィファブリック

平成27年より廃棄予定の生地や糸を引取り、企画・デザインを施して新たな商品
に再生させる事業を展開。さらに服のデッドストックを抱えた企業とそれを必要
とする企業とをグローバルにマッチングさせるプラットフォームをつくり服の在
庫問題を解決する活動を行っている。

鳥取県 株式会社スーパー・フェイズ

平成16年から環境関連機器の開発販売を開始。紙おむつの使用量の増大を見込ん
で、使用済み紙おむつを破砕・乾燥・滅菌して固形燃料に製造する装置を開発。
固形燃料はボイラー燃料として使用可能。地元の鳥取県伯耆町での実証事業を実
施し、全国の福祉施設や海外での事業展開にも取り組んでいる。

団体

企業
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●平成30年度３Ｒ促進ポスターコンクール最優秀賞表彰 

 ３Ｒ促進ポスターコンクールは、環境省と３Ｒ活動推進フォーラムが全国の小学生と中学生を対象に、３

Ｒを促進するための普及・啓発用ポスターを公募し、優秀な作品を選考・表彰することにより、国民一人一

人が循環型社会のあり方について考えるきっかけにすることを目的としています。募集は平成30年７月５日

～９月12日の期間に行われ、小学生低学年の部576点、同中学年の部1,478点、同高学年の部1,754点、中学生

の部1,562点、合計5,370点の応募があり、各部門で、最優秀賞１点、優秀賞３点、佳作10点を選定し、大会

で最優秀賞の表彰を行いました。なお、大会会場では入賞作品のパネル展示も行いました。最優秀賞受賞作

品は以下のとおりです。 

 

 

 

   

循環型社会形成推進功労者環境大臣表彰の表彰式（写真左は企業の部、右は団体の部） 

◆小学生低学年の部
愛知県安城市立 

丈山小学校１年生 

◆小学生中学年の部 
愛知県安城市立 

梨の里小学校３年生 

◆小学生高学年の部 
茨城県取手市立 

六郷小学校５年生 

◆中学生の部 
富山県南砺市立 

城端中学校３年生 
３Ｒ促進ポスターコンクール表彰式 
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３．記念シンポジウム「富山から世界に！みんなでつなぐ３Ｒの未来」            

（１）基調講演１「富山県における３Ｒの取組み」 

   富山県知事  石井隆一氏 

  （略歴） 

1945年、富山市生まれ。1969年に東京大学法学部卒業後、自治省（現総務

省）に入省。自治省財政局財政課長、総務省自治税務局長、消防庁長官など

を経て、2004年に富山県知事に就任。現在４期目。全国知事会で地方税財政

常任委員会の委員長を務める。 

 

改めまして皆様こんにちは。今日は３Ｒ推

進全国大会にようこそお越しいただきまし

た。私からは富山県の３Ｒの取組を説明させ

ていただきたいと思います。 

富山県は人口が約105万人、標高3,000m級

の立山連峰と水深1,000mの富山湾が直径40-

50kmの富山平野でつながっております（図

１）。植生自然度は30％で、全国３位で本州

では一番高く、また水が豊かで美しいと、昭

和・平成の名水100選に全国最多の８件が登

録されております。立山黒部アルペンルート

では「雪の大谷」は世界的な観光地になって

おりますし、立山では日本にはないと思われ

ていた氷河が何か所も見つかりました（図

２）。富山県は豊かで美しい自然環境ですが、

大変残念なことに、神通川領域でイタイイタ

イ病がかつて発生しました（図３）。上流の

岐阜県側にある神岡鉱山から流れたカドミ

ウムが原因で、1972（昭和47）年に名古屋高

裁の判決で住民側が全面勝訴しまして、この

時に政府の考え方もここで確立し、以来流域

住民の方の健康調査、国の調査は50歳以上で

すが、県単独では45歳以上に対象を拡大して

調査をしてまいりました。また、カドミウム

に汚染された農地の復元工事を33年かけ

2012（平成24）年に完成し、今は肥沃な農地

としてよみがえっております。2012（平成24）

年に設置したイタイイタイ病資料館には、Ｇ

７環境大臣会合の閣僚の皆様や天皇皇后両

陛下にも御視察いただき、それぞれ被害者の

患者の家族の方や語り部の方などに大変暖

かい激励の言葉もいただきました。現在の富

山県の環境は、大気の環境基準の達成率、水

質の環境基準の達成率、すべて100%達成して

おりまして、特に水質の全項目100%達成とい

図 1

図 2

図 3
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うのは全国で唯一といわれております（図

４）。なお、この環境基準も2010（平成22）

年と2011（平成23）年に、それぞれ環境基準

の類型指定をひとつ上位に見直して、なおか

つそれを100%達成しております。 

「水と緑の森づくり税」について、これは

山が荒れて、餌を求めてクマが人里に出てき

て人に危害を加えるということが大きな発

端になり、荒れた山に森を復元して明るい里

山にし、クマが人里に出てこないようにしな

ければいけない、それには財源が必要という

ことで始めたものです（図５）。これは私が

14年前に知事に就任した1-2年後のことです

が、アンケート調査をして、今言ったような

趣旨で「水と緑の森づくり税」を皆様からい

ただいていいだろうかと、個人は500円、法

人は1,000円から10万円、アンケートをとり

ましたら、84.5％の方が賛成でした。私は霞

が関にいた頃、税制をやっていた時期があり

ますが、国民の皆様から額の大小はともかく

税金をいただくことがいかに難しいか身に

染みておりましたので、こんなにも多くの人

が賛成してくださるということに本当にび

っくりしました。実施後５年おきに延長するたびにアンケート調査やタウンミーティングをやっており

ますが、賛成の比率がどんどんあがってきております。１回目の延長の時は93.4%、２回目の延長の時

は95.3%の人が賛成。非常に環境意識の高い県民の皆様のお志をありがたいと思っております。そうし

たことを財源にして荒れた森の復元、明るい里山づくり、また、森林ボランティア活動への支援といっ

たことに今使用しております。2024年から森林環境税を、また、2019年から森林環境譲与税を予算措置

するとなっておりますが、こうした県の取組が国の税制にも反映していただいたかなと思っております。 

レジ袋の無料配布の廃止については、消費

者団体、事業者、行政が散々議論をして、ぜ

ひやろうとなりました（図６）。以前に東京

の杉並区でレジ袋の有料化等の取組もあり

ましたが、県単位では富山県が初めてです。

婦人会や消費者協会、あるいは漁協の女性部

など色々な方が熱心に取り組まれたのです

が、当初はマイバッグ持参率がどうしても

10％から20%ぐらいでこれ以上あがらない

と。なんとか事業者の皆様にも納得してもら

い、行政も一体となり全県をあげてやる仕組

みにならないかという御相談があり、レジ袋

削減推進協議会を作り、マスコミにもオープンにして、県民中心の中で散々議論しました。最初はやは

り事業者の皆様は、自分の店だけレジ袋を有料にすると、お客様が他店にいってしまうとためらうとこ

ろが多かったのですが、最終的には皆でやるなら参加しようとなったわけです。条例で一律に義務付け

図４

図５

図６



- 11 - 
 

るのはこの時は避けまして、最初の2008（平成20）年４月には28社、208店舗に参加していただきまし

た。これでも主な事業者はほとんど参加されたのですが、その後、規模が小さい小売店や、ドラッグス

トア、クリーニング店等にも参加いただき、今では54社524店舗が参加して、かつ、マイバック持参率

も、この運動が始まる前はせいぜい２割であったのが、最初の年から92%にあがり、その後94%、ここ数

年はずっと95%となっております。結果として10年間でレジ袋は14億枚の削減、CO2に換算すると約９万

トン減りました。これを県民運動としてやった結果、「今後、環境にやさしい行動に取り組もうと思う

か」とアンケート調査をしたところ、そう思ってくださる県民の比率がぐんとあがり、87%となりまし

た。 

小型家電のリサイクルについても、消費者団体や婦人会の皆様も御熱心でありまして、2010（平成22）

年10月から市町村に回収ステーションを設けて、そこで一定の値段で民間に引き取ってもらう仕組みを

作り、各市町村に設置するステーションの費

用を半分ほど県がお金を出して応援しまし

た（図７）。結果として県内15市町村すべて

で足並みがそろい、民間事業者にも非常に技

術力の高い企業があって、この循環がうまく

できたと思います。 

「とやまエコ・ストア制度」について（図

８）。これは2013（平成25）年、レジ袋の無

料配布廃止を始めてから５年くらいたった

ところで、もう１歩進めようということで、

一つ目の取組はレジ袋の無料配布廃止、二つ

目は食品のトレイやペットボトル、古本、衣

服等の資源物の店頭回収、それから三つ目に

適正な店舗の温度設定にプラスして業種ご

との取組、例えば食品ロス・食品廃棄物対策

とか、あるいは詰替商品の取扱とか、地産地

消の推進とか、省エネ商品の説明とか、こう

いった三つの項目のうち、一つ以上はちゃん

とやります、その他に自由項目で照明のLED

化や地域の清掃活動などやりますというお

店をエコ・ストアと認定して、県民運動とし

て進めるという取組です。結果、これもスタ

ートした2013（平成25）年10月は53社511店

舗、どんどん輪が広がり現在では74社1,095

店舗・６商店街と登録店が拡大しておりま

す。また、県民の皆様も、このように事業者

が取り組んでくださると、改めてマイバッグ

を持参してお買い物を楽しむとか、店舗への

資源物の持込に協力しようといった努力を

していただけるようになりました。 

再生可能エネルギーの導入推進について

は、もともと富山県は水資源の豊かな県で、

特に水力発電の電力量は106億kWhで全国１

位です（図９）。そういう水力等を中心に、

図７

図８

図９
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太陽光や小水力発電、地熱発電、バイオマス発電、こういったものに取り組んでおります。小水力につ

いては、農業用水等を活用して、現在小水力発電所は44か所稼働しており、特に固定価格買取制度がで

きてから、その制度に乗ったのが31か所あり8,544kW、これは全国１位です。また、環境省の御理解も

いただき自然に悪影響を与えないようにしながら、立山山麓の立山温泉地域で地熱発電に取り組んでお

ります。また、バイオマス発電もスタートしており、山や森の循環に非常に効果がでていると思います。 

北アルプス・立山の貴重な自然の保全については、富山県はもともと立山に上る時のタクシーなどを

含めて通年禁止するマイカー規制を実施し

ており、これは全国で初めてでした（図10）。

その他ライチョウ保護柵の設置やごみ持ち

帰り運動、環境配慮型トイレの設備、外来種

の除去活動、低公害バスの導入の促進等もや

っております。低公害バスについては県が補

助金を出して応援しており、現在は路線バス

30台がすべて低公害バスになっております。

それでもなお、他県から必ずしも基準に適合

しない古いバスで立山に乗り入れるケース

が後をたちませんでした。そこで、改めて県

民に、立山の自然の植生を守るためバスの排

出ガス規制をやりたいがどう思うかと世論調査をしたところ約８割に賛成いただき、有識者会議等も開

いて、立山におけるバスの排出ガスの規制に関する条例を４年前に制定させ、３年前から規制を実施し

ております。こうした保護活動の結果、例えば天然記念物であるライチョウについては、全国では昭和

50年代（1975-1984年）に3,000羽いたのが最近では2,000羽に激減していますが、富山県内では昭和50

年代（1975-1984年）とほとんど変わらずに

ライチョウが生息しております。 

海洋汚染の問題については（図11）、国連

と連携した国際環境協力も力を入れており、

北西太平洋地域海行動計画（NOWPAP）という

機関がありますが、この地域調整部を2004

（平成16）年に富山県に設置していただきま

した。NOWPAPの取組としては、海洋ごみ対策、

行動計画を作ったり、藻場のマッピングマニ

ュアルを作ったりしており、それを富山県も

国の支援もいただいて、環日本海環境協力セ

ンターを作り、この国連の機関であるNOWPAP

を支援する、例えば人工衛星によるリモート

センシング技術を使った沿岸環境調査や藻

場調査手法の開発・実施など成果をあげてお

ります。この結果、日本では海岸漂着物処理

推進法が2009（平成21）年にでき、韓国でも

海洋ごみ国家戦略を策定、中国でも五か年計

画に海洋ごみ対策を盛り込むといった成果

がでてきております。 

こうしたことが認められ、２年前にＧ７富

山環境大臣会合を開催していただきました

図 10

図 11

図 12
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（図12）。気候変動、海洋ごみ、資源効率性・

３Ｒ、生物多様性等をテーマに議論があり成

果もありました。その結果、資源効率性・３

Ｒについてもっと進めようと、その新しいフ

レームワークの名前を「富山物質循環フレー

ムワーク」と決めていただき、具体的には食

品ロスの削減や、食品廃棄物のリサイクル、

エネルギー源としての利用などを進めるこ

とになっております。 

このほか北東アジア地域自治体連合

（NEAR）等による国際環境協力にも取り組ん

でおり（図13）、日中韓三カ国環境大臣会合

と併催して北東アジア環境パートナーズフ

ォーラムを開き、2007とやま宣言が採択され

ました。また、Ｇ７環境大臣会合の後も、北

東アジア自治体環境専門家会合を開いて

2016とやま宣言が採択され、例えば海岸漂着

物や、ごみの発生抑制、回収・リサイクルと

いった有益な環境情報の共有化や、グローバ

ルな環境人材の育成、NEARの活用等が盛り込

まれております。NEARは全体としてはロシア

やモンゴル、韓国、中国、北朝鮮も入れて６

カ国、90くらいの自治体が入っております

が、環境についてはそのうち４カ国で19の自

治体が参加して、富山県がそのコーディネー

ト自治体をやっております。 

富山湾の活用と保全について（図14）。富

山湾が環境保全に熱心である、また、あわせ

てその美しい豊かな富山湾を活かした観光

にも工夫して努力をしているといったこと

が認められ、４年前にユネスコが支援してい

る組織「世界で最も美しい湾クラブ」に加盟

をいたしました。これを機会に湾岸サイクリ

ングや、マリーナの整備、クルーズの誘致等、

様々な取組を環境保全も含めて更に進めて

おります。 

食品ロス削減と海岸漂着物対策、小型家電

リサイクルという３Ｒの主要な３施策につ

いて説明いたします。まず食品ロスについ

て、富山県で調査してみますと、家庭系廃棄

物の中に食品ロスが多い（図15）。しかも富

山県の特色は食べ残しではなく手付かずの

食品をそのまま捨ててしまうことが多いと

いうことがわかりました。そこで、県民運動

図 14

図 15

図 16

図 13
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で3015運動やサルベージ・セミナー、商慣習

の見直し、エコフィードへの支援などを進め

ております。家庭やグループ単位で食品ロス

削減にチャレンジするロスゼロウィーク県

民チャレンジといった取組を県内63小学校、

51の企業・団体など19,000名が参加して行

い、７日間のうち５日間で食品ロスゼロが達

成できました（図16）。達成率70％ですから、

単純計算すると全県民が取り組むと家庭系

食品ロスを７割減らすことができると、こう

いう計算も成り立つわけです。もう一つの取

組は、飲料やお菓子について、業界の商慣習

で３分の１ルールというものがあります（図

17）。賞味期限までの期間の３分の１を過ぎ

ると納品ができないと、さらに賞味期限から

手前の３分の１に達すると販売ができず廃

棄するか返品する、こういった商習慣が食品

ロスを増やす原因だと言われており、これを

見直せないか県内で検討を始めています。最

初、スーパーやコンビニ等の皆様は、とても

富山県単独でできるはずがないとの意見で

したが、最近は世界的な環境問題ということ

もあり、皆様ある程度やってみようかとなっ

ています。ただ自分だけでやるとお客様がい

なくなってしまうので、皆でやれる環境をど

う作るかというところで、事業者に働きかけ

たり、なんらかのガイドライン的なものを作

るかどうかとか、また、消費者にも協力して

もらうよう進めております。この飲料やお菓

子についてうまくいけば、これを横展開して

いきたいと思っております。 

次に、海岸漂着物については、この日本海

周辺は非常にマイクロプラスチックの個数

が多いようで、比較すると世界の海の27倍ほ

どあるといわれております（図18）。幸い富

山県の漂着物の量は450トンと他県に比べて

かなり少ないです。石川県が4,600トン、長

崎が21,600トンですから、これは地形的にみ

て、能登半島が、富山湾に海岸漂着物が流れ

着くのを防いでいる面もあるかもしれませ

ん。そういう地理的な面もあって、漂着物の

流出地域別割合は、富山県の場合、国内由来

のもの、しかも県内の上流から流れてきてい

るものが非常に多いということがわかりま

図 18

図 17

図 20

図 19
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した。そこで自分たちでまず海岸漂着物が出

ないように、特にプラスチックや発泡スチロ

ールが多いですから、これを今、なんとか県

民運動で減らしていこうとしております（図

19）。海岸漂着物対策で回収・処理、発生抑

制、色々やっておりますが、特に発生抑制の

推進では、エコ・ストア制度や、いつでもど

こでもマイバッグ運動と、今年はレジ袋無料

配布廃止から10周年ということもあります

ので、携帯型マイバッグを婦人会で作ってい

ただき配布するなど行っております（図20）。 

また、小型家電リサイクルについても、先

程市町村に回収ステーションを設けたと申

しましたが、さらに県内すべての家電量販店

５社に働きかけ、今年度からすべての33店舗

で回収していただくことになりました（図

21）。携帯電話など小型なものは無料、電子

レンジなど大きなものは有料と、一歩進んだ

わけであります。 

先ほど申し上げたように、富山湾は「世界

で最も美しい湾クラブ」に４年前に入りまし

たが、来年はその世界総会が富山県で開催さ

れることになり、世界から色々な方がいらっ

しゃいます（図22）。そういった方々にも、

ただ美しくて豊かな湾というだけではなく、

環境保全の問題もアピールしていきたいと

思っております。 

富山県の美しい豊かな自然を次の世代に

残すため、一生懸命取り組んでおります。皆

様よろしくお願いいたします（図23）。 

 

図 21

図 23

図 22
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（２）事例発表１「中越パルプ工業株式会社の３Ｒの取組について」 

   中越パルプ工業株式会社二塚製造部原質課課長 種友雄氏 

 
中越パルプ工業の３Ｒの取組について発表いたします。発表者は種友雄です。 

当社は創業が1947年で、今年で71年目を迎えます（図１）。主な事業は紙及びパ

ルプ製品の製造販売を行っております。当社の生産拠点は富山県の高岡工場、二塚

製造部、鹿児島県にあります川内工場の三つの製造拠点で紙・パルプを生産してい

ます（図２）。 

紙の原料は木材ですが、私たちが使用している木材は、建築用の柱や板を取った

後の製材残材や間伐材、その他低質材と呼ばれる曲がった木材など、柱などに使用

できない木材を使用しています（図３）。ま

た当社が使用している原料のほとんどが植

林木なので、森林資源に優しい産業とも言え

ます。当社の紙を用いた代表的な製品を紹介

いたします（図４）。広葉樹を主原料とした

紙は印刷適性が良いため、書籍やノート、雑

誌等に使用されています。また紙コップなど

の食品用容器やビール瓶のラベル、そして、

針葉樹を主要原料とした紙には非常に強度

がありますので、手提げ袋や米麦袋などにも

使用されています。 

次に当社を代表する環境配慮製品につい

て。まず里山物語という製品名の紙を紹介し

ます（図５）。これは生物多様性、里山保全

を支援する環境配慮製品で、国産間伐材をク

レジット配合した紙で、里山保全への寄付金

を上乗せして販売を行っています。寄付金に

ついては、 NPO 法人里山保全再生ネットワ

ークを通じ、里山保全の支援活動団体に寄付

しています。2017年度の販売実績で57トン、

今日までに７つの団体に寄付を行いました。

続いて鹿児島県の川内工場で取り組んでい

る国産竹 100%を原料としたオリジナル紙ブ

ランド竹紙の紹介です（図６）。竹はパルプ

図１

図２

図３ 図４



 

原料としては、硬くて水分が多く、中が空洞

になっているため運搬効率が低いなどの問

題から製紙原料としては不向きとされてき

ましたが、地域の方からの強い要望を受けて

10年以上の試行錯誤の結果、1998年から製

紙原料として活用できるようになりました。

人手不足、担い手不足などにより竹林が放置

されると、荒廃し、タケノコが取れなくなり、

森林が侵食されるなど、放置竹林問題が社会

的課題でしたが、解決に貢献できたことで、

森林や里山、生物多様性の保全に繋がってき

ています。この取組で年間約2万トンの竹を

集荷しており、美しい竹林の維持に役立って

います。この図のように、自治体、印刷工業

組合、地域 NPO、 タケノコ生産組合、チッ

プ工場、当社を含めて官民一体となった循環

サイクルを構築しました（図７）。放置竹林

から竹を伐採して、チップ工場に持ち込みま

す。チップ工場ではチップ化して、このチッ

プを当社が紙にしています。この取組の結

果、今まで放置されていた竹が紙として生ま

れ変わり、再利用されるようになりました

（図８）。竹紙の製造工程において、各関係

者のメリット・デメリットがありますが（図

９）、皆がメリット・デメリットを共有し、

少しずつ協力しながら一体となって流れを

作ることで、価値のなかった放置された竹林

に新たに経済価値をもたらし、地域が活性化

されました。 

続いて、使用済みの割り箸と使用済み年賀

はがきの有効活用について（図10）。もった

いないという皆様の声に応えて、使用済み割

り箸の回収を 2008 年から、使用済み年賀は

がきの回収を 2010 年度から行なっていま

す。企業からの寄贈や、小学校からバザーな

図５ 図６

図７

図８

図９
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どで使用した割り箸をいただくなど、回収

した使用済みの割り箸を、チップ化して製

紙原料として有効活用しています。2017 年

度は 8,582kg 集まりました。割り箸６本で

コピー用紙が１枚できるので大きな回収量

です。使用済み年賀はがきは、高岡市役所の

他、高岡市内の保育園などにも回収箱を設

置し回収の協力をいただいています。高岡

市や射水市の皆様の他、当社の取組に共感

をいただいた全国各地の皆様からも自費で

送付していただいている例もあります。使

用済み年賀はがきは、古紙原料とともに再

生紙の原料として有効活用しています。

2017年度の回収量は626 kg で、年々増加

しています。 

続いて当社の３Ｒの取組について。まず

リデュースの取組です（図11）。廃棄物の発

生抑制として二酸化炭素の発生抑制に取り

組んできました。パルプを製造する際に、苛

性ソーダの回収を行っており、回収に使用

する石灰も再利用をしています。苛性ソー

ダの再生に使用した石灰を、石灰焼成炉で

焼き、再び苛性ソーダの再生に使用してい

ますが、石灰焼成炉の排ガス中に含まれて

いる二酸化炭素を酸化カルシウムと反応さ

せることで、紙の製造に使用する軽質炭酸

カルシウムを自社で製造し、排ガス中の二

酸化炭素削減に取り組んでいます。続いて

リユース（図12）、再利用の取組として、木

製パレットの再利用を行っています。当社

で紙製品などを輸送する際に使用する木製

パレットには当社の名前を印字し、回収・再

利用しています。続いて、リサイクルの取組

について（図13）。まず原料としての販売は

鉄やステンレス、モーター類などの金属類

は、2017年度実績で月39トン、プロピレン、

ポリエチレン、フレコン袋など、廃プラスチ

ックについては、月5.3トン、ＯＡ機器、制

御盤などの電材については、月0.8トン を

有価物として販売しています。有効利用と

しては、焼却炉から排出される煤塵をセメ

ント原料、土壌固化材、水分調整材、ガレキ

類については、再生砕石として中間処理業

者へ処理委託を行い、廃棄物の削減に取り

組んでいます。これらの取組の結果、製品ト

図 10

図 11

図 12

図 13
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ン当たりの最終処分量は2016年度で0.5、

2017 年度で 0.47、今年の 4 月から 7 月で

は0.2kg/製品トン、ゼロエミッションが達

成できています。続いて、サーマルリサイ

クルの取組です（図 14）。左の写真は高岡

工場の回収ボイラーの写真です。高岡工場

では、チップをパルプ化する工程で発生す

る黒液という廃液を濃縮してバイオマス

燃料として使用しています。右側の写真

は、二塚製造部の新エネルギーボイラーで

す。燃料はタイヤチップやＲＰＦ、解体材

などの木質チップ、乾燥汚泥など、廃棄物

を積極的にリサイクルし、化石燃料の使用

削減に努めています。 

社会貢献活動の取組。高岡市、射水市の

保育園で、使用済み年賀はがきを回収する

ことで、資源の有効活用やリサイクルの大

切さについて学ぶ環境教育を実施してい

ます（図 15）。また、射水市にある中パの

森では毎年自然体験学習を行っています

（図 16）。間伐や枝打ちの実演を通じて、

森を元気にする働きや、森の持つ偉大な働

き、涵養について学習するなど、2017年度

には 97 名の児童に参加していただきまし

た。 

最後に、今後も本業を通じて、廃棄物由

来の製品を積極的に使用して、廃棄物の地

域循環及び社会問題の解決に努めていき

たいと考えています。 

ご清聴ありがとうございました。 

図 14

図 15

図 16
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（３）事例発表２「考えよう！わった～島の３Ｒ」（考えよう！私たちの島の３Ｒ） 

第 12回３Ｒ推進全国大会（平成29年度開催）の成果 

   沖縄県環境部環境整備課長 松田了氏 

 

皆様こんにちは。沖縄県環境部環境整備課の松田と申します。昨年沖縄で行われ

ました第12回３Ｒ推進全国大会の成果について御報告いたします。その前に、昨年

度の３Ｒ推進全国大会には全国から多くの皆様にお越しいただきました。また、環

境省、３Ｒ活動推進フォーラムをはじめ、関係各位の御尽力により、成功裏に終え

ることができましたことを、この場を借りて改めて御礼申し上げます。 

沖縄での開催について、何故私どもが沖縄での開催をお願いしたか、背景を簡単

に説明します。沖縄県は日本列島の南西に位置し、東西約1,000 km 、南北約400km

の広大な海域に大小約 160 の島々が点在する島嶼

県で（図１）、うち 47 の島に 144 万人が居らして

おります。最も人口が多いのは沖縄島で、人口の

90%以上沖縄島に住んでいます。島の沿岸には美し

いサンゴ礁が発達しており、独自の生態系、ヤンバ

ルクイナやイリオモテヤマネコ等の希少種が生息

する豊かな自然に恵まれた島嶼県です。琉球王朝

時代には中国や東南アジア諸国との交易がおこな

われ、独特の伝統文化をはぐくんでおります。この

ように豊かな自然環境と特異な伝統文化をもった

島嶼県ですが、広大な海域の47の島々に人々が生

活しており、少ない人口の島ではごみ処理がしに

くい、また輸送する場合は海域輸送が生じますの

で、非常にコストがかかり、リサイクル・３Ｒを進

める上で非常に難しい課題を有している現状で

す。そのため、一般廃棄物のリサイクル率の推移を

見てみますと（図２）、平成28年度の実績では全国

値が平均で20.3％のところ、沖縄県は14.6％で、

約 5 ポイント程度低い状況です。３Ｒについて県

民の皆様により深く知っていただき、市町村・県企

業・NPO・ボランティア団体等との連携を深め、３

Ｒの取組をより発展させたいという願いから沖縄

県での開催をお願いしました。 

昨年度の大会は平成29年10月24日に沖縄県宜

野湾市のコンベンションセンターで開催されまし

た。（図３）循環型社会形成推進功労者環境大臣表

彰の受賞者は、企業の部で全国で10社、そのうち

２社が沖縄県内の企業でした。また、団体の部では

全国で５団体、そのうち２団体が沖縄県内の団体

でした。その他、私たちの島の３Ｒというテーマで

パネルディスカッションを行うとともに、県内の

リサイクル関係の事業者、関係団体の方に、パネル

を展示していただきました。 

図１

図２

図３

一般廃棄物のリサイクル率の推移 
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今日はそのうち、団体の部で大臣表彰を受け

た、うるま市女性連合会の取組と沖縄リサイクル

運動市民の会の取組について御説明します。まず

沖縄リサイクル運動市民の会について、この会は

約 30 年ほど前に結成され、３Ｒという名称がま

だ定着してない頃からリサイクルや発生抑制に

ついてシンポジウムやイベント等多く開催して

おり、沖縄県内でも廃棄物に対する団体としては

草分け的な団体です。その団体が 17 年前から始

めた取組がこの小学校高学年を対象にした買い

物ゲームでして（図４）、小学生が一般的に好き

なカレーの材料を買うという買い物の疑似体験

を通して、普段購入する商品からトレーや紙など

色々な種類のごみが発生すること、またそのごみ

処理に非常に多くの費用がかかっていることを

子ども達に気づいてもらい、過剰包装の商品を買

わず環境に優しい買い物の仕方を勉強するとい

う環境教育プログラムです（図５・６）。これま

で約 1,200 クラス、37,000 人の子ども達が受講

しました。買い物ゲームの具体的なやり方は、子

ども達を５名程度のグループにわけて、一定の金

額のお金を渡し、第１回目の買い物タイム中に、

カレーに必要な食材を買ってもらいます。残った

金額が一番多いチームが優勝というルールです。

商品は、バラ売り、ビニール袋やトレーに入って

いるものなど、様々な包装容器のものが用意され

ており、自由に買ってもらいます。そうすると子

ども達は安いものを買おうとします。買い物が終

わったら、グループごとにどれくらいお金が残っ

ているか計算します。一番残っているところが優

勝ということで非常に喜びます。その後、買った

商品ごとの包装容器と商品を分ける作業をしま

す。例えばラップやビニール袋、紙、トレーなど

が出てきます。それをどれくらいの量があったか

カウントし、ファシリテーターの方が、ごみの流

れやごみ処理費用について説明します。そこで子

ども達は買った商品のごみ処理にも色々お金が

かかると初めて知ります。そして実際自分たちが

買った商品から発生したごみがどのくらい処理

費がかかっているかを計算し、それを支払ったお

金の残金からさらに処理費を引きます。そうする

と、安く買ったけれどもごみの処理費で高くつい

てしまい、思いのほか安くなかったということに

気づかされます。そこでファシリテーターの方が

ごみを減らすためにどんなやり方がいいか問い

図４

図５

図６

図７
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かけ、子ども達から色々アイデアを募り、その

上でもう一度買い物をします。そうしますと、

子ども達は一回目と違い、なるべく包装の少

ないバラ売りなどを購入するようになりま

す。その後、再度ごみ処理費やかかった費用を

計算して、最後にまとめと振り返りを行い、フ

ァシリテーターから現実の廃棄物の量や処理

費用を聞くことによってこれはゲームだけれ

ども現実の問題なんだと気づく、というゲー

ムです（図７・８）。このゲームを通じ、知識

や気づき、ごみを減らしたいという気持ちが

未来を担う子ども達の記憶の中に残りまし

て、その後の行動にも活かされるという効果

があります。そして子ども達が変わることに

よって、子ども達の親も変わり、家庭が変われ

ば地域が変わるという効果も期待できます。

昨年度以降、沖縄県でも買い物ゲームを支援

しておりまして、平成29年度は４校、今年度

は７校で実施を予定しています（図９）。 

続いて、大臣表彰を受けましたもうひとつ

の団体、うるま市女性連合会の取組について

説明します。このうるま市女性連合会の受賞

の理由は、うるま市で開催されるイベント、お

祭り等でごみの分別回収を行うエコステーシ

ョン（図 10）という分別収集場所の設置と運

営についての功績が認められました。平成９

年から活動を行っており、メンバーとしては

受賞したうるま市女性連合会以外に、市内の

リサイクル関連企業、廃棄物処理業者、市内少

年スポーツクラブ、うるま市役所といった

方々がエコステーションの運営主体になって

います（図11）。内容としては、イベント会場

にごみの分別収集場所を設け、分別回収や分

別の指導を行っています。６分別に分別を行い

（図12）、分別したものはそれぞれリサイクル

事業者が会場から直接回収する方式なので、市

町村にとっても手間が省けます。また、特徴的

な点としては、野球やサッカーなどスポーツク

ラブの子ども達がエコ隊という名称で会場内

を巡回しごみの回収やごみ拾いを行っている

事です（図13）。子ども達はごみの回収が終わ

ったあと、かき氷をもらったりして、ちょっと

した御褒美もあります（図14）。この取組が行

われる以前はイベントでごみが分別されてい

ないという状況でしたので、地元の自治体がシ

図９

図 10

図 11

図８
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ルバー人材や業者に委託して、イベント後に分別・

処理をしておりましたが、エコステーションの取組

によって、イベントで発生するごみの処理費が年間

65万円程度削減されました。また、この分別したご

みは、例えばアルミ缶などは有価で売却できますの

で、関係者の合意でこの売却益の一部を地元スポー

ツクラブなどに還元しており、スポーツクラブ運営

費も助かるという効果もあります。このエコステー

ションでの分別指導でごみの分別や３Ｒの知識が

浸透した、また、子ども達がエコ隊に加わることに

よって、環境美化や３Ｒの取組の重要性を理解し、

環境を大切にする心が育まれた、そして地域として

も連帯感が生まれ、地域の活性化につながったとい

った効果が見られています（図 15）。このエコステ

ーションについては、まだうるま市内での取組が主

なので、県としては、各市町村の方へ広めるための

講習会や説明会、パンフレット等の作成に向けて、

今準備を進めております。 

以上の２団体以外の方々でも、例えば大臣表彰が

地元広報誌に掲載され知名度が上がったり、紹介さ

れた商品が国外等でも取り上げられた、あるいは実

際に小型家電の入荷量が増えたといった効果が出

ております（図 16）。このように全国大会の開催を

通して、３Ｒに関する取組が沖縄県全体で広がって

おります。今後ともこの広がりが維持できるよう取

組を進めたいと考えております。 

最後に本日の第 13 回３Ｒ推進全国大会の成功と

今後の富山県における３Ｒの推進を祈念いたしま

して、私の報告といたします。 

御清聴ありがとうございました。 

 

図 13

図 14

図 15 図 16

図 12
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（４）基調講演２「SDGs時代の改正循環計画と３Ｒの推進」 

   ３Ｒ活動推進フォーラム会長  

    慶應義塾大学経済学部教授 細田衛士氏 

   （略歴） 

1977年に慶應義塾大学経済学部卒業。1987年慶應義塾大学経済学部助教

授、1994年同学部教授となり現在に至る。大学で「環境経済論」を教え

るかたわら、環境省中央環境審議会委員などを務めている。廃棄物やリ

サイクルの問題などを経済学の観点から分析し、循環型社会のあり方を

検討している。 

 

<SDGs（持続可能な開発目標）について> 

実は私が環境省と経済産業省の両方の座長

をさせていただき、小型家電リサイクル法を

作った時のモデルが富山です。その富山でお

話しさせていただくことを非常に光栄に思っ

ております。 

・SD（持続可能な発展）とは何か 

今日はSDGs時代の改正循環計画と３Ｒの推

進ということでお話しします。前半のテーマ、

SDGs とは何なのか。SD は sustainable 

development、持続可能な、G は Goals という

ことで、17 のゴール、そこに 169 の具体的な

ターゲットがあり、これで世界を変えようと

いうことです（図１）。 

まずSDについて（図２）。持続可能な発展、

あるいは開発といい、国連の「環境と開発に関

する世界委員会」で我ら共通の未来というこ

とで出た理念がSustainable Debelopment、持

続可能な発展です。私たちの子孫も私たちと

同じ豊かさ、資源、環境を享受してほしいが、

それができないところが問題でした（図３）。

1970 年代、富山でも神通川でイタイイタイ病

という痛ましい公害がおきましたが、各地で

色々な公害がおきました。80 年代はオゾン層

の破壊や地球温暖化、熱帯雨林の破壊、世界的

規模での環境破壊が行われた。そうした中、

1992 年、リオの国連環境開発会議でアジェン

ダ２１を出して、これが持続可能な発展の継

承という発展形態になり、これが実はこの

SDGsにも反映されています（図４）。ノドグロ

は素晴らしい、そうしたらそれは私たちが全部

食い尽くしてしまうのではなくて、将来まで、

ノドグロのいい味を堪能してほしい。ホタルイ

カもそうです、今取り尽くしてはいけない。そ

れが、今の人たちは欲が増しておかしくなって

図１

図２

図３

図４
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いるのではないか。私は昭和28年生まれです

が、 昔はそんなに豊かではありません、はっ

きり言うと貧しい。日常の生活で子どもの頃

刺身を食べたという記憶はほとんどありませ

ん。肉も牛肉は大人になるまで食べたことあ

りません。それが今では、どこかへ行くとす

ぐお造りが出てきてマグロを食べてしまう。

それでマグロが少なくなり、マグロの国際管

理が大変になっている、ということを考える

と、将来世代も一緒に私たちと幸せを享受で

きるようにしなければいけないのではない

か。SD を阻害するものは沢山あります（図

５）。例えば貧困、格差の拡大、教育が受け

られない人もいる。トイレがない、都市がス

ラム化する、女性に対する差別、移民難民に

対する差別、LGBTIQへの偏見、こういう沢山

の問題があります。 

・MDGs（ミレニアム開発目標）について 

SDGs の前に実は MDGs というものがありま

した（図６）。これは2000年に国連ミレニア

ム サ ミ ッ ト で 採 択 さ れ た Millennium 

Development Goals のことで、貧困をなくそ

うとか感染症の予防など、発展途上国で深刻

化している問題について目標が立てられたの

ですが（図７）、残念ながらあまり一般的に

なりませんでした。MDGsも重要な問題が沢山

あります。貧困、格差、妊産婦の健康、ジェ

ンダーの平等、エイズなど感染症の防止、環

境の持続可能性の確保、それからゴール８は

開発のためのグローバルなパートナーシップ

の推進。このグローバルなパートナーシップ、

これは今日の私の話の鍵となります。つまり、

今の世の中は色々な難しい問題がありますけ

れど、それを一人で解決することはできませ

ん。多くの意見を異にする人がディスカッシ

ョンすることによって次の一歩を高めていくということがとても大切です。単調な社会というのは自然

環境もそうですが、いつかつぶれてしまいます。多様性があるから次の新しい社会が生まれてくるので

す。京都大学に何故ノーベル賞が多いか、京都大学というのは国立大学の中で最も自由な学風で、色々

な方々が違うことをやっている、だから新しい今までにないアイデアが生まれてくる。これが京大の強

みです。こうしなければいけないと一つの学問、あるいは一つの考え方に区切ってしまうと、次の発展

はできません。これは世界的にも同じことです。やはり多様性、意見の違いを大事にして乗り越えてい

くということが大切です。それで、このMDGsという2000年にできた途上国向けの発展のシナリオを変

えて、2015 年にできたのが SDGs です（図 8）。これは途上国だけではなく先進国も問題を共有し、と

もに解決の道を歩もうというもので、持続可能な発展の概念を体現しておりますが、当初考えられた環

図５

図６

図７

図８
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境問題中心の立ち位置から、より広範な問

題を包括的に考えましょうということにな

りました。 

・SDGsとは何か 

持続可能な発展とは、SDGs の 17 項目そ

れぞれの問題をすべて解決しなければなら

ない（図９・10･11）。つまり貧困の問題を

解決しないと、教育の問題も解決できない。

教育の問題が解決できないと、環境問題も

解決できない。全部が深くつながっている、

これがとても重要です。１番は貧困をなく

そう、飢餓をゼロに、今、世界で約８億人

飢えています。70数億人いるうちの１割く

らいが飢えているにもかかわらず、日本人

は毎年 650 万トンの食べられるものを捨て

ています。豊かな国の人は食べ残したもの

を捨てる、貧しい国の人は飢えている。こ

れはやはり変えなければおかしい。私たち

のライフスタイルも変えなければいけな

い。私は修行僧のようにしろと言っている

わけではありません、普通のライフスタイ

ルをエンジョイしながら、もっと色々なこ

とを人々と共有することができる。すべて

の人に健康と福祉を、質の高い教育、当た

り前ですね。ジェンダー平等を実現しよう、

女性に対する差別はおかしいし、LGBTIQの

問題もある。それから、世界にはトイレが

ない人がいるのです。トイレがないために、

水が悪くなる。水が悪くなると下痢になる。

子どもの中で、幼児死亡率の主要原因のひ

とつは、エイズでも感染症でもなく下痢で

す。安全な水が飲めない、ただそれだけの

理由です。こういう問題が世界に渦巻いて

いる。エネルギーをクリーンにしましょう、

地球を汚染してはいけません。働きがいも

経済成長も、ちゃんと働いたらまともに生

きることができる、そして経済も発展でき

る。産業と技術革新ができる。人や国の不

平等をなくす、格差があんまりありすぎて

はいけない。住み続けられるまちづくり。

そして12番目、これが今日のコアな話題な

のですが、つくる責任つかう責任。作りっ

ぱなしはいけません、作ったものが消費さ

れてごみになったときには、ごみがまず少

図 11

図 12

図 10

図９
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なくなるようにする、ごみが出てもリユース

できる、あるいはリサイクルができる、最後

は燃やすにしてもエネルギーがとれる。そう

いう循環型の社会にしなければいけない。重

要なのは作るほうにも責任があるけれど、つ

かう私たちにも責任があることです。13 番

目、気候変動。これは言うまでもございませ

ん。海の豊かさ、プラスチックごみの問題も

あります、2050 年には海洋中のプラスチックの重量が魚より重くなってしまう。小さい５mm 以下のマ

イクロプラスチックが有害物質を吸着して、それが魚の中に入ってしまう、それを私たちが食べること

になるかもしれない。それは避けたいですよね。陸の豊かさ、私たちが使う食べ物の中にはパーム油が

入っていますが、パーム椰子を育てるためにものすごい今無理をしている。生物にも影響がでて、野生

生物がいなくなる。もっともっと持続可能なやり方で陸を使わなくてはいけない、そして平和と公正、

どんな状況でも戦争はいけない。平和を守りたい。そして 17 番目、これが締めくくりです。パートナ

ーシップで目標を達成しましょう。色々な意見

の違いはあるかもしれません、その違いを乗り

越えて、パートナーシップで問題を克服しましょ

うということです。SDGs はそれぞれの問題が関

連します（図12）。これらすべてをパートナーシ

ップ、先程言いましたように意見の違いを乗り越

えることによって実現しようということです。

SDGs17の目標は、ひとつひとつも重要ですが、束

となるともっと重要になります（図13）。ひとつ

ひとつの問題を解決することの重要性も理解で

きるけれど、全体も解決したい。そこで、自分や

自分の組織の行動を、地域でどうやってそれがで

きるのか、自分自身の問題として置き換えて考え

てみましょう。そして資源の循環利用もこのSDGs

と深く繋がっているわけであります。そこで、こ

の資源循環の話にいきます。 

＜資源の高度な循環利用＞ 

・第四次循環型社会形成推進基本計画について 

循環型社会形成推進基本法に基づいて、現在、

第四次循環基本計画があります（図14）。多種多

様な地域循環共生、多様性が大事です。ライフサ

イクル、私たちの一生の中でものを大切に使いま

しょう。最終的にリユース・リサイクルできない

ものは、適正処理しましょう。災害のために万全

の対策をしましょう。そして適正な国際資源循環

を世界と協力しながら資源を使いまわしていき

ましょう、ということです。 

私たちには色々な問題があります（図15）、例

えば、SDGs にあるような平和の問題はなかなか

満たされません。人口減少や少子高齢化の問題も

図 14

※以下の資料出典はすべて環境省のWebsiteよりのもの（図31を除く）

図 15

図 16

図 13
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ある。日本の経済は停滞ともいわれてい

る。そういう中で循環型社会、つまり、資

源をなるべく大事に使い、将来世代も私た

ちと同じように享受できるようにしなく

てはいけない。そのために色々な目標があ

ります（図16）。例えば資源生産性で、天

然資源１単位あたりどれくらい作れるか、

この数値があがってくるということは、天

然資源を節約利用しながらものを作って

いるということです。つまり、非常に節約

しながら私たちが豊かになっているとい

うことです。だんだんあがっております

が、まだまだです。次の循環利用率は、も

のを繰り返しどれくらい利用しているか。

江戸時代は、子や孫の時代まで着物を循環

利用しており、最後はおむつや雑巾にした

りする。とても知恵が発達していました。

残念ながら高度経済成長の時代から使い

捨てという悪い習慣が入ってしまいまし

た。資源は限られています。子や孫の世代

まで使わなくてはいけないとしたら、少し

は江戸時代の知恵があっていいのではな

いでしょうか。もっともっと色々循環的に

使ってみよう。これには目標があります。

天然資源１単位あたりどれくらい GDP を

使っているか、今だいたい１トンあたり38

万円ですけれども、2025年には約50万円

にしましょう。それから、これは出口側の

循環利用率、これもリサイクル率と似たよ

うなもので、44%を 47%にしましょう、最終

処分量をもっと減らしましょう、今ごみの

処分場がありません。皆で協力してごみを

減らし、リデュース・リユース・リサイク

ルしなければなりません。食品ロスは、家

庭だけで289万トンある（図17）。一方で

私たちの資源を高度に循環利用する産業

もだんだん規模が大きくなってきていま

す。私たちの知恵をあわせ集めることによ

って資源を高度な循環利用する、そして天

然資源を節約利用しながら豊かになって

くる社会に作りなおさなければいけませ

ん。これはまさに国の取組の中で、さっき

申し上げた SDGs を充分意識しながらやっ

ていこうということです（図18）。 

図 17

図 18

図 19

図 20
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例えば２番目のシェアリング。これか

らシェア社会というのはひとつの大きな

目標、手段となっています。それから、未

利用間伐材等の資源を使うとか、マイク

ロプラスチックを含む海洋ごみを減らす

など、色々なことが、皆様の知恵と協力を

合わせなければならない。やはり多様性

をいかすこと、パートナーシップを作り

上げることによって、問題解決に向かう、

それを国もとても意識しています。これ

はなかなかいい数字ですが、私たちは努

力することによって、１人１日当たりの

ごみの排出量を減らしてきました（図

19）。かつては一般廃棄物といわれるもの

がだいたい１人１日 1.2kg 出していまし

たが、今は900gぐらいになりました。そ

のうち家庭系のごみが 600g 強から今は

500g ぐらいに減りました。もっと私たち

は減らすことができると思います。特に

食品ロスを減らす、あるいは、リユース・

リサイクルをすすめることによって、ご

みを減らすことができます。 

多種多様な地域循環、つまり地域によ

って色々な違いがあります（図 20）。人

口動態も違います。そうすると、それぞれ

の地域の特性を使い、新しいものを作り

あげる。循環型社会を作りあげる、そして

重要なことは、知恵を共有化するという

ことです。私が一番初めに申し上げたこ

と、小型家電リサイクル法を皆様と協力

して作らせていただいた時に参考にした

モデルは富山モデルです。富山の特性が

あった、それをすぐさま全国には拡げら

れないけれど、それを少しずつ変えるこ

とによって小型家電リサイクル法ができ

るようになるのではないか、今それがオ

リンピック・パラリンピックのメダルづ

くりにまでも貢献するようになっていま

す。そういう地域の違いを超えた努力、知

識を共有することも重要です。国民一人

あたりの天然資源の消費量、循環利用率、

もっとこれを努力しなくてはいけない

（図 21）。バイオマス系、プラスチック

系が苦戦しています。プラスチックもよ

図 21

図 22

図 23

図 24
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くなってきておりますが、もう少し努力で

きる。 

そして、ライフサイクル全体で取組が必

要です（図22）。資源をとってから使われ

るまで色々な使われ方があります。昔の人

は和服を着て、それが浴衣になって、それ

から寝間着になって、赤ちゃんのおしめに

なって、おむつになり、最後は燃やして灰

をとるという、ひとつのものの生涯で使い

まわす知恵がある。 

それからもうひとつ、不法投棄は減ら

し、リサイクルできないものは適正に燃や

しましょう（図23・24）。日本の焼却設備

は非常に優れています。熱回収もできる。

なんでも燃やせばいいというのはよくな

いですが、燃やす設備があるなら、それを

有効利用しましょう。燃やして熱を取りま

しょう。つまり、資源をとことん利用しま

しょう。江戸時代でやったことが、もっと

高度な知恵のあるこの社会でできないわ

けがないのです。 

それからもうひとつ重要なことは、災害

があった時には適正処理をするような私

たちの努力が必要、その時には県を

またいで協力する必要があります

（図25･26）。東日本大震災、そし

て熊本、北海道があり、少しずつ私

たちは災害廃棄物をうまく処理で

きるようになってきましたけれど

も、もっと協力し知恵を出して、そ

れを共有し情報交換することで、さ

らにうまく処理することができる

ようになってくると思います。 

図 26

図 28

図 29

図 25

図 27
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国が異なれば色々意見は違います。しか

し、環境問題あるいは持続可能な発展に関

して言えば、喧嘩をしていては話になりま

せん。協力し、意見を合わせられるところ

はどこなのか一生懸命探りながら次の一

歩をすすめていくことが大事です。今、海

ごみのだいたい60%以上が途上国から出た

ものだと言われております。日本の廃棄物

処理、適正処理の技術やシステムも、アジ

アの国々、あるいはその他の途上国の国々

に対して、協力することができるようにな

りました。ぜひもっとすすめていただきた

いと思います（図27・28）。 

私たち日本の国は、電子的なやり方で情

報交換する電子マニフェストもすすんで

きました（図29）。３Ｒの行動も皆でシェ

アするようになりました。人材育成も重要

です（図30）。これらをすすめていくこと

によって、色々な方々の協力で、３Ｒある

いは資源循環そして SDGs をすすめていく

ということが私はできるのではないかと

思います。国も様々な取組をしています、

先程申し上げた持続可能な社会づくりの

色々な取組が、指標があって、私たちはそ

の指標を利用することによって新しい循

環型社会を作ろうとしています（図31）。

ところが残念ながら、途上国の廃プラの

例、こういう状況が現実なのです。このよ

うな状況は一日も早くなくさなくてはな

りません（図32）。 

・誰一人残さない世界へ 

今日の私の話の前半は SDGs。持続可能

な発展の目標ですね、17の目標、169のタ

ーゲット、そして資源の高度な循環利用も

SDGs の中心、12 番目に位置づけられてお

ります。SDGsの言っていることは、誰一人

残さない。世界の誰一人、大事な生命を取

り残さない、それが SDGs です。それには

パートナーシップが重要です。多様性を大

事にする、そしてその一つのコアである新

しい循環型社会、それは、皆がパートナー

シップをもってつくりあげなくてはいけ

ない、これが今日の私のメッセージです（図33）。 

ご清聴ありがとうございました。 

図 30

図 31

図 32

図 33



- 32 - 
 

（５）パネルディスカッション「資源効率性を高めた地域循環共生圏の形成」 

【コーディネーター】 

３Ｒ活動推進フォーラム副会長・NPO法人持続可能な社会をつくる元気ネット理事長 崎田裕子氏 

【パネリスト】 

全国地域婦人団体連絡協議会会長・富山県婦人会会長                岩田繁子氏 

富山県消費者協会会長                              尾畑納子氏 

ハリタ金属株式会社代表取締役社長                        張田 真氏 

環境省環境再生・資源循環局総務課循環型社会推進室長      冨安健一郎氏 

富山県生活環境文化部環境政策課長                        矢野康彦氏 

 
○崎田氏 今回の「資源効率性を高めた地域循環共生圏の形成」というタイトルを具

体的に言いますと、地域がそれぞれの資源の特性に合わせて地域の循環型地域づくり

をする時にどのような視点が重要なのか、それを富山の事例からしっかりと学び、こ

れからの循環型地域づくりの大きな一歩にしたいと思います。今日ご登壇いただく方

がたは、この富山県の中で先進的にそういう課題を取り組んでおられる皆様で、全国

で初めて県レベルで取り組まれたレジ袋の削減、食品ロス削減、そして小型家電リサ

イクルという、この三つに具体的なポイントを当ててお話をいただき、後半の意見交

換の時には、何故うまくいったのか話し合いをしていきたいと思っています。 

まず皆様がそれぞれどのように取り組まれたのかという具体的な事例を、お一人ず

つお話しいただければと思います。富山県婦人会の会長の岩田繁子さん、どうぞよろ

しくお願いします。 

○岩田氏 富山県婦人会です、どうぞよろしくお願いします。富山県婦人会は昭和22

年７月１日に発足、昨年創立70周年の節目を迎え、新たな一歩を踏み出しました（図

１）。本日は環境保全と消費者教育の推進について、いくつか御紹介します（図２）。

婦人会の歴史と共に資源回収は地区婦人会の大切な活動として、今も県内一円で続け

ております。賢い消費者になることを目指し、昭和 42 年より消費者教育研究大会を

開催するなど、消費者教育の充実に努めてきまし

た。昭和から平成と時代が移る頃から、大量消費・

大量廃棄の風潮が進む中、ごみ問題が浮上しまし

た。清掃センターでは燃えないごみによって焼却

炉が破損することもあり、ごみ減量の実践、ごみ

出しマナーの徹底、リサイクル運動に積極的に取

り組みました。平成５、６年頃から婦人会のみな

らず住民全体の問題として自治会や行政にも働

きかけ、分別収集の徹底が進みました。平成７年

頃から市町村で燃えるごみの指定袋の導入が始

まりました。平成９年には富山県婦人会創立 50

周年を記念し、「くらしを変えよう」をスローガ

ンに、省資源・省エネルギーを訴えるチラシを県

内で全戸配布しました。その後も内容を変えて配

布を続けております。 

平成 7 年頃から家庭に増え続けるビニール袋

に対して「もったいない」との声があちこちから

上がり、個人で買い物袋を作り使用する人が出て

きました。平成９年には各市町でマイバック持参

図１

図２
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運動を進める活動が始まりました。平成 11、12

年には消費者や店舗を対象にマイバック持参状

況調査を実施しましたが、時々持参するという

人を含めても持参率は 57%程度でした（図３）。

また店舗に対して将来的にレジ袋を有料化する

考えがあるかと尋ねましたら、実に96.9%がない

との回答でした。平成19年度に事業者・消費者

団体・行政の３者でレジ袋削減推進協議会を設

立し、１年間議論を重ね、紆余曲折もありました

が、なんとか前進させたいという私たち利用者

の十年来の活動の思いを事業者の皆さんに御理

解いただき、大きな英断を頂きました。平成 20

年４月１日から全国に先駆けて県下一斉にレジ

袋無料配布取りやめが実施され、知事を筆頭に

各参加団体のメンバーがスーパーマーケットの

店頭で啓発チラシの配布を行いました。以来 10

年、開始当初から90%以上の持参率を維持してい

ます（図４）。 

成功の理由としては、長年の地域に根ざした

活動が県民の環境を守る参加型への意識につながったこと、行政、事業者、消費者団体が結束し前向きに取

り組んだことがあげられると思います。富山県婦人会では、昨年創立70周年を迎え、新たな一歩として、常

に活動の理念として抱いてきた「くらしを変えよう」を目標に、新しく携帯型マイバッグを作成し、更なる

推進に力を注いで行くことを目指しております。 

○崎田氏 ありがとうございます。岩田さんの話を伺って、最初平成11年頃のアンケートではレジ袋有料化

の考えがある店舗は３%しかいないのですね。そこから20年ぐらいかけて活動を拡げ

てきておられるという皆様の活動に頭が下がる思いです。後程その辺のところを伺い

たいと思います。 

次に尾畑さん、どうぞよろしくお願いします。尾畑さんは食品ロス削減という取組

を消費者協会としてやっておられて、それについてお話をいただきます。 

○尾畑氏 富山県消費者協会の尾畑です、どうぞよろしくお願いします。富山県消費

者協会について簡単に御紹介します（図５）。昭和40年、まだ新しいものが出始めた

という時代に、正しい知識を吸収し、正しいものの使い方をする、そんな消費者を育

てる目的で設立されました。いわゆる不買や消費

者運動というスタイルではなく、事業者と消費者

がお互いに情報共有するという観点からの活動

を中心に行っております。主な活動の内容は、消

費者グループの皆様と様々な活動を共にしてお

りますので、そういったグループの育成や、消費

者教育、あるいは消費に関する「暮らしのアドバ

イザー」の支援などです。また、今日的な消費に

関するテーマを取り上げて、年に一度、消費者グ

ループの方と共にアンケート調査を実施してお

ります。その内容を中心に御紹介します。 

食品ロスの問題について、富山県に在住する

2,000人の方々にアンケートをとり、食品ロスに

図３

図４

図５
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関する現状について把握をしたグラフです（図６）。いくつ

かの中から二つだけ本日御紹介しますが、食品廃棄の実態

について、捨ててしまうことがありますかと言う問いに対

しては、かなりの方があるという実態でしたが、では何故

捨てるのか、一番多いのが買いすぎて消費・賞味期限が切

れてしまうという、富山県特有の傾向として、使えるもの

をそのまま捨ててしまう行動につながっていました。ま

た、食べきれなかったというデータが、多く寄せられてお

りました。では、どうしたら減らしていくことができるか

という問いに対して、食品ロスの知識、あるいは取組を普

及させることが重要だと答える人が大変多く、７割近くを占めていました（図７）。そしてもう一点、富山県

が発祥であるマイバッグの持参運動、このような連続性のある取組をもっと推奨したらいいのではないか、

という回答も多くありました。この回答を受け、食品ロス削減を推進するためには、私たち消費者そしてそ

れを提供する事業者、そして両者をつなぐ行政、それぞれの立場でお互いが情報共有しながら連携して、持

続的に取り組んでいくことが重要であると、私たちは結論をつけました（図８）。そして今私たちは、例えば

「サルベージ・パーティー」のような残り物をうまく持ち寄って、若い学生や家庭の

主婦の方と新たな調理をすることにチャレンジしながら活動を続けていこうと考え

ているところです。 

○崎田氏 ありがとうございます。 

次はハリタ金属株式会社の代表取締役社長張田真様にご発表いただければと思い

ます。よろしくお願いします。 

○張田氏 小型家電のリサイクルと共生圏の最適化について、小型家電の意味や成り

立ちを説明します。会社は富山石川を中心として、色々なリサイクル機器を備えて事

業をしております（図９）。環境基本

法の体系からみますと、この赤枠

（図10）が当社の担当でして、二輪

車リサイクル、船舶、家電リサイク

ル、建設リサイクル、自動車リサイ

クル、小型家電リサイクルと、幅広

くさせていただいております。当社

のリサイクルがどのように行われ

ているかというイメージを少し CM

の動画でお見せします（図 11）。今

見ていただいた機械を使い、小型家

電も同じような自動リサイクルプ

図６ 図７

図８

図９



 

ロセスに入ってきますが、１時間に

20 トンぐらいのリサイクルを自動

化して行います。20トンの小型家電

というと、だいたい大きなトレーラ

ーで5-6台くらいのイメージを持っ

ていただければと思います。 

当社は 2001 年に家電リサイクル

法の認定工場になり、電子機器類の

関係には御縁があるようです。そし

て同じ頃、中国の急成長で世界の廃

棄品の輸入が開始され、中国主導の

不適切なリサイクルは国際的な問

題となり、持続はしないと判断しました。そこで、

先進国のプライドをかけて、技術開発に逆張りで設

備投資に入り、国内処理を目指していきます。金銀

レアメタルの回収を確立し、金ではだいたい１トン

中100g入っています。金鉱石の約30倍の金濃度を

資源として回収できる技術を確立しました。その関

係で欧州のリサイクルの定点観測訪問を行ってお

り、欧州型のリサイクルをまねて、富山にもこれを

インストールできないか、ということで、今回のイ

ベントのタイトルであるこのテーマそのものに切り

込んでいくことになります。この動きを富山県の環

境政策課のスタッフの方がキャッチをされまして、

産官によるグランドづくりへ進展していくことにな

ります。これは小型家電の回収拠点に設置の補助が

出たという新聞記事です（図 12）。富山型の小型家

電リサイクルの誕生です。そのグランドができたと

ころで、民も追加ということで、社会実装へといっ

た流れになりました。そして細田先生が座長されておりました中央環境審議会で私たち

の富山モデルを説明し、この流れで法制化に至っていった、というのが流れです（図13）。

ありがたいことに、全市町村が現在も参加していただいており、富山県は全国トップクラ

スの参画率になっております。これが小型家電をリサイクルする者に与えられる国の認

定マークで、弊社の大臣認定番号は３番の番号です（図14）。 

これから官・民・産の連携による地域共生圏、全体最適化へ動いていきながら、今日の

副題であります「富山から世界に！みんなでつなぐ３Ｒの未来」につなげていきたいと思

っております。ありがとうございました。 

○崎田氏 ありがとうございます。 

次に環境省循環型社会推進室室長の冨安健一郎様にお話をいただきたいと思います。冨安さんには、循環

型社会づくり全体ではなく、今、日本でも世界でも課題になっている海洋プラスチックの問題や、これに環

境省がどのように取り組もうとしているのか、お話頂きたいとお願いしました。よろしくお願いします。 

○冨安氏 環境省の富安です。今日はよろしくお願いします。プラスチックをめぐる最近の動きについてお

話しいたします。最近、プラスチックに関するニュースが多くなっています。新聞だけでなくインターネッ

トのニュースサイトなどでも結構な頻度で関連するニュースが報じられております。こうした機会に、プラ

 

図 12 図 13

図 11

図 10

図 14
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スチックの３Ｒについても考えていければと思っています。富山は富山湾がありま

すので、県民の皆様も海洋プラスチック問題について関心をお持ちだと思います。海

岸には漂着ごみが色々流れ着きますが（図15）、漂着物の中にはプラスチック製の物

も色々と流れてまいります。これらの海洋プラスチックごみについて、生態系を含め

た海洋環境への影響など、色々な被害が想定をされているところです。また、陸から

海に流れ出たプラスチックごみは、紫外線にさらされるなどしてバラバラになり、サ

イズが５mm 以下のマイクロプラスチックになることもあります。マイクロプラスチ

ックは化学物質を吸着し、海洋生物がこれを食べることで食物連鎖に取り込まれ、生

態系に影響をおよぼすことも懸念をされていま

す。この海洋プラスチックごみですが、陸から海に

流出したプラスチックごみの発生量を、人口密度

や経済状態などから国別に集計してみたところ、

１位から４位までが東アジア、東南アジアの国と、

そういった研究もあるようです（図16）。一方で、

漂着ごみというのは、外国から流れてくるものも

ありますが、国内で発生したものも多くあります。

日本では分別回収が広く実践されるなどして、ご

みの量自体は着実に減っておりますが、国内で発

生したものが海岸に流れつくということもあるよ

うです。 

海洋プラスチックごみの削減にむけて、アジア

各国との連携や支援も重要ですが、国内の中でも

３Ｒの推進の取組が重要と思っております。国際

的な動きをみてみますと（図17）、まずSDGsのタ

ーゲットの一つとして、2025 年までに海洋ごみな

どあらゆる種類の海洋汚染を防止して、大幅に削

減するという項目があります。また、Ｇ７やG20な

ど首脳級の会議でも、海洋ごみ、海洋プラスチック

ごみに関することなどが主要な議題の一つとなっ

ております。来年2019年にG20が日本で開催され

ることになりました。ここでは真に地球規模で、海

洋プラスチックを減少させるという

観点から、国内対策の加速化に加え

て、途上国を巻き込んだ対策、施策を

国際社会に打ち出していきたいと考

えております（図 18）。またその G20

までにプラスチック資源循環戦略を

策定する予定で動いております。この

プラスチック資源循環戦略は、今年の

６月にまとまった第４次循環型社会

形成推進基本計画の中で、プラスチッ

クの資源循環を総合的に推進するた

めの戦略をまとめるということにな

っており、それを基に検討を進めてい
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るところです。循環基本計画の中では

例えば使い捨て容器包装などのリデュ

ースなど、環境負荷の低減に資するプ

ラスチック使用の削減、こういったと

ころが色々うたわれているところで

す。 

現在この検討につきましては、プラ

スチック資源循環戦略小委員会これは

中央環境審議会の循環型社会部会のも

とに設置されている小委員会ですが、

この会の中で御議論をお願いしている

ところです（図19）。以上簡単ですがプ

ラスチックをめぐる最近の動きについ

て簡単に御紹介させていただきまし

た。 

○崎田氏 ありがとうございます。後 

ほど話し合いのところで、今の状況な 

どもう少しお話を伺えればと思いま

す。 

それでは最後のパネリストの方にな

りますけれども、富山県環境政策課の

課長の矢野康彦様にお話いただこうと

思います。富山県の皆様がこれまでど

のように３Ｒの取組を地域の中に根差

してこられたか、その辺のお話を頂き

たいと今日はお願いしました。どうぞ

よろしくお願いします。 

○矢野氏 富山県の環境政策課長をしております、矢野です。よろしくお願いしま

す。先程知事から３Ｒにつきまして網羅的に説明がありましたので、私からは本日会

場にお集まりの皆様に、一緒に取り組んでいただきたいお願いをさせていただけれ

ばと思っております。 

「いつでも、どこでも３Ｒ促進事業」（図 20）で、「いつでもどこでもマイバッグ

運動」というものをやっておりまして、本日会場の皆様にもストラップ付きのマイバ

ッグをお配りしております。会場には男性の方が多くおられますので、男性の方も通

勤カバンなどにつけていただいて、例えば帰宅途

中のコンビニなどの買い物に是非マイバックを積

極的に使っていただければと考えております。 

 また海外漂着物対策では（図21）、県ではスマホ

アプリを活用した清掃活動の促進ということで、

今日を機会にぜひスマホアプリに、「ピリカ」をダ

ウンロードし実践していただきたいなと。ごみ拾

いの写真が簡単に投稿でき、他の利用者の方から

ありがとうと嬉しい反応が返ってくることで、楽

しみながら清掃活動を実践できます。今のところ、

図 20
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のべ 3,000 人、約 30 団体の皆様に登録いただき、

これまで約 53 万個のごみが回収できているという

ことで、頑張っておりますので、皆様も是非御協力

よろしくお願いします。 

知事も申しあげましたが、これまでの取組につき

ましては、県民・事業者・行政が連携し、レジ袋の

無料廃止等、色々な取組をしてきました（図22）。

行政の立場といたしましては、知事を先頭に、皆様

と連携をしてこれからも３Ｒの取組を頑張ってや

っていきたいと思っております。 

○崎田氏 ありがとうございます。今日のパネリス

トの皆様が、それぞれの分野で地域活動あるいは３

Ｒの取組を積極的に展開されてこられた実績をも

っておられる方ということに感銘を受けます。この

後、大きく２つのテーマに関して意見交換をさせて

いただきたいと思いました。ひとつは、すべての皆

様から自ら率先をして動くけれども、それだけでは

なく色々な方と連携・協働で広めていくという話が

出ました。先程の細田会長のお話でも、パートナー

シップというのをSDGsの目標17のキーワードとし

て強調してくださいました。やはりこの連携やパー

トナーシップ、これを実際にはどのようにやってこられたのか、そこを深堀りさせていただきたいなと。そ

してそこから得たものを、皆で全国に持ち帰っていただければありがたいと思います。二つ目は、やはり今

大変課題になっている海洋プラスチックの問題、あるいは使い捨て型のプラスチックが大変多いという課題

がありますが、そのプラスチックの話を、皆様とさせていただきながら、例えば岩田会長が先ほどお話され

たように、レジ袋を無料配布禁止という動きをこれから広めていく時にどこがポイントになるのか、その辺

を話し合いしていきたいと思っています。パネリストの皆様それぞれご専門が違いますので、逆にそこから

色々御提言いただけることに意義があるのではないかと考えております。まず岩田さんと尾畑さんと張田さ

ん、連携・パートナーシップという中で、どういうことをキーポイントに活動されたのか、ぜひお話をいた

だければありがたいと思います。 

＜連携する上でのキーポイント＞ 
○岩田氏 私たち富山県婦人

会は、活動の中に常に「次世

代に生きる子ども達のため

に」を、活動の原点において

まいりました。平成20年４月

１日にレジ袋無料配布取りや

めがスタートしましたが、そ

れ以前、長い活動の中には、ペットボトルやアルミ缶の処理施設などを親子で見学したり、大気汚染など環

境問題を学ぶ映画の上映会に小学生を招待し、親子で鑑賞して考える機会を設定したりなど、長期にわたり

親子ともに学ぶことに努めてきました。また並行して、マイバッグ持参運動などは婦人会のみならず他の女

性団体と連携して取組み、間断なく推進してまいりました。環境問題は、まず家庭からだと私は思っており

ます。家庭から出るごみがどのように処理されて、どこにいくのかなど、常に家族で話し合い、認識を高め、

家族全員が行動に移すことだと思っております。マイバッグにしても、主婦だけではなく、御主人や子ども

も、買い物に行く時はマイバッグを持つということを当たり前にすること、ごみを減らすこと、また、不燃

図 21

図 22
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物は綺麗に洗って、分別を家族皆ですること、こういうことを薦めてまいりました。 

○崎田氏 ありがとうございます。連携協働というと市民・事業者・行政というイメージがありますが、そ

れだけではなく次の世代の方を巻き込んで一緒にやる、特にお子さんと親御さんが一緒になって取り組んで

いただきながら家庭を巻き込むという、そこが非常に大事という話で、環境問題はまず家庭から、やはりこ

ういう自分事化することがすばらしいと思います。尾畑さん、消費者団体の方でも、次世代を巻き込むとい

うことは結構やっておられますか。 

○尾畑氏 そうですね。今、レジ袋のお話がありましたけれども、婦人会は婦人会として特有の取組があり

ますし、こうした消費者の人たちで構成される、いくつもの団体が皆で手をつないで連携したということが

非常に大きかったと思います。それから、消費者協会の場合ですと、事業者の方との情報共有の機会が大変

多く、消費者と事業者、それぞれの立場の考えをお互い出し合いながら、例えばレジ袋有料化の場合でした

ら、どうしたら有料化に向けていけるのかという話し合いを、行政の方にも協力していただき何度かしたと

記憶しております。それから、幅広い年代を対象としたアンケート調査で、次

の行動につなげるときのきっかけや動機を見出していくことが大きいと思っ

ております。 

○崎田氏 消費者協会では、食品ロス削減をしっかり取り組んでくださってい

て、これも今大変大事な話題ですが、これも企業の皆様との連携をとても熱心

にやっておられるという。そういうところもすごく大事だということですね。

ありがとうございました。それでは、ハリタ金属さん、企業の皆様がその技術

力をもって、こういう色々な問題に連携していくというのは大変大事だと思い

ますが、今のこういう循環型地域づくりに向けた連携という話で、どのように

普段お感じになっているのか、教えていただければありがたいです。 

○張田氏 今日の細田先生のパートナーシップを深めていくという話と、この

内容が一本で繋がってきているのですが、簡単にいうと何か違う立場の者がつながる力が、これから非常に

大切になってくるのではないかと思っております。小型家電も、富山県の行政が社会問題に関して耳をひら

いてしっかり聞いていただけるという文化があるからこそ、進んだわけでありますが、その小型家電のプロ

セスについて、もう一つ事例を述べさせていただきますと、私たちはこれから予測される社会問題を先取り

してそれを待ち伏せする立場です。小型家電の仕組みがベースとして整いましたが、これからIoT社会がも

っと進んでいくと、電池が普及した社会に急速になっていくわけですが、利便性の裏側に、電池をどうやっ

て安全に処理していくかという社会問題もこれから増えていきます。その未来を先取りして問題提起をさせ

ていただいたところ、今度は小型家電・電子機器類の先取りした問題を解決するために、富山県の広域消防

防災センターの御協力をいただき、実は一昨日、リチウムイオン電池の燃焼におけるプロセスというものを

解析するために、燃焼試験を行いました。これを解析していきながら、未来の問題に対して、防火、消火の

自動システムの開発に乗り出していきます。小型家電をきっかけとなったこの土地から、もうひとつバージ

ョンアップさせて、官民でしっかりとしたグランドを作り、そこに消費者の方にしっかり入ってきてもらう

ことをイメージしておりまして、こういうことを繰り返していけば、沢山のことが地域で完結できる形がで

きるのではないかと思っております。 

○崎田氏 企業の皆様として今後の社会問題を先取りして研究をし、色々技術開発をするという、大変大事

なところだと思いますが、例えばその過程で、どういうことがあれば色々なところでそういうことがおこる

のか、連携というテーマからいくと、先程は消防の専門の方と連携をしたと、そういう、どこと連携をする

と新しいことができるみたいなことは、どうやって皆様情報を知っていくのでしょうか。 

○張田氏 何を問題と設定するかで決まりますので、その問題にした設定に対して関係を深めていく、異物

であるＡとＢが挟まって、イノベーションということなのでしょうけれども、まず、問題を両者で共通化で

きれば、課題を半分クリアしたに近くて、先ほども述べましたとおり、非常に富山県政を中心とした、色々

聞いていただける文化といったのも非常に大きいと思っております。 

○崎田氏 ありがとうございます。事業者の皆様も積極的な課題解決、そしてそれに向かった新しい仕組み
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づくりを、常に考えながら県なり他の事業者と連携をするという取組をされていることがよくわかりました。

今、お三方から連携というテーマでお話をしていただきましたが、事業者の技術力に対するお気持ちと、消

費者が自分事化していく、やはり地域の中で、すべての皆様で盛り上げていくというのが大変重要なところ

だと思います。 

＜プラスチック問題について＞ 
○崎田氏 このことを踏まえながら、次のテーマに行きたいのですが、例えばレジ袋の無料配布の中止等、

全国で行政と地域のスーパーといった小売店がきちんと協定を結んでいるところは、増えているようで実は

４割くらいしかまだありません。そういったことを、きちんと信頼関係を作っていきながらやっていく、そ

れは消費者とか事業者、皆で信頼関係を作っていくというのが大変重要なところで、それには一体どんなと

ころが大事なのか、まず環境省の富安さんの方から、もう少し海洋プラスチックや、プラスチック戦略に関

する、例えば、環境省もレジ袋無料配布を中止するようなことを検討しているのではないかという新聞記事

を私も読んだことがありますが、実際の話し合いの

中で、今、どのようにお考えなのか、あるいは環境省

はどう考えているのか、教えていただければありが

たいと思います。 

○冨安氏 レジ袋の話は最近新聞にも出ておりま

す。環境省としては、新しく就任された原田環境大臣

が、会見の中でも海洋プラスチックごみ問題対策と

して、使い捨てプラスチックの無駄な使用を削減し

ていくことは重要ではないか、と発言しております。

その上で特にレジ袋について、有料化を義務づける

ということも検討すべきではないか、といったことも発言されているところです。ただ、レジ袋の話などを

含めまして、現在のところでは、中央環境審議会のプラスチック資源循環戦略小委員会の方で、具体的な内

容を産業界、自治体、NGO などの関係者が集う場で御議論をいただいているところで、まずはそこでの御議

論の結果を踏まえて、環境省としても対応を考えていきたいと考えているところです。 

○崎田氏 わかりました。ということは、今レジ袋有料化なども選択肢として検討課題にはなりうるけれど

も、まだ検討中、という理解でよろしいですか。 

○冨安氏 そこも含めて、プラスチック資源循環戦略小委員会の方で御検討をまずはいただくことと思って

おります。 

○崎田氏 わかりました。ありがとうございます。実は私自身、プラスチック資源循環戦略小委員会の委員

として入らせていただいております。委員会では、使い捨て型のプラスチックの発生抑制だけではなく、使

ったものをしっかり資源回収するにはどうしたらいいのか、回収したものをちゃんと資源として使うにはど

うしたらいいのか、そういう全体について話し合いをしております。そういう中で、ここ20年近く社会で問

題にしてきた使い捨て型のものを、例えば毎回レジ袋をいただいてお買い物をするとか、そういうことから

そろそろ卒業して、欲しい方は有料でいただくとか、そういうことも検討課題にしていいのではないかと思

っています。発生抑制のところから回収、資源化など全体を考える戦略のところですので、そういう中でし

っかりと意見交換ができればと思います。今話し合いの真っ最中ですので、ぜひ皆様も関心をもっていただ

ければありがたいと思います。岩田さん、すでに10年前からレジ袋の無料配布中止を決めて推進してきた地

域としては、なぜ富山県でそれができたのか、ここがカギではないかということを教えていただければあり

がたいと思うのですが。 

○岩田氏 私たち婦人会は70年という長い歴史があるわけですが、先輩の大きな足跡をたどり、懸命に活動

を積み重ねてまいりました。マイバッグ持参運動は、主婦の感覚で家庭に沢山のレジ袋がたまるのが「もっ

たいない」という、その一言からこの活動が始まったわけでございます。「レジ袋無料配布取り止め」に至る

までの10年間は、地球温暖化が叫ばれ私たちの活動も環境問題を大きな柱として学習を進めました。しかし

マイバッグ持参率は進みませんでした。でも「レジ袋削減」をしなければならないとの気持ちは変わらず、
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行政にお願いし、「レジ袋削減協議会」を立ち上げていただき、１年間、事業者・消費者・行政の３者で話し

合いを進めました。事業者の皆様の中には反対の意見もあり、もう駄目かと思ったときもありましたが、「こ

の10年間の活動あっての今日の協議会の設置である」と申し上げ事業者の英断をいただいたわけです。何事

もお互いによく話し合ったことが成功につながったわけです。 

○崎田氏 ありがとうございます。自分たちのライフスタイルを変えるので無料配布中止という政策をうっ

てほしいと、市民側からちゃんと声を出したという、それが大事なところと本当に思います。私も販売店の

方に伺うと、自分のところでは有料化すると、じゃあ他のお店に行くから、ここサービス悪いよね、と、一

言そういうことを言われちゃったらもうできないんですよ、と言われます。ですから市民自身がそういう形

をとっていくのが大事だと思うのですが、消費者協会の尾畑さん、さきほどもやはり消費者団体として企業

の方ときちんと対話し連携しながら、それが活動の基本だという話をされて、食品ロスのこともお話いただ

きましたが、レジ袋の削減など、こうい

う問題に関しても、やはりそういうとこ

ろが一番大事だということでしょうか。 

○尾畑氏 今私たちが取り組もうとし

ているのは、食品ロス削減とか、いわゆ

るエシカル消費にむけた取組ですが、そ

の背景にはレジ袋の時の取組が大きく

て、当時、事業者の中にも、時代的に循

環型社会を作っていこうと考えているお店があったわけですね。そういうリーダーになっていただけるよう

な事業者を少しずつ増やしながら、そして最後は行政の方を巻き込んで、とやまエコ・ストア制度を作った

り、協議会を作ったりとシステム化していったというところが大きいと思っております。 

○崎田氏 ありがとうございます。だんだんこの地域の様子が見えてまいりました。県の矢野さんに伺いた

いのですけれども、こういう消費者や生活者の皆様からしっかりと関心をもってもらったり、こういう動き

はすばらしいと思うのですが、なぜこの富山県ではこういう運動ができたのか、県としてどういう考えか、

そのへんのポイントを一言いただければありがたいのですけれども。 

○矢野氏 これは個人的な思いですが、このようなことができたのは、なんといっても県民性なのかなと考

えております。県民の多くの方は、例えばこのレジ袋のように、ある一定のルールや決まりを一度決めたら

それをしっかり守ろうとか、それが環境のために繋がるならひと肌脱ごうなど、そういう思いがこういった

行動に繋がっているのではないかと考えております。また、それが消費者団体の方々、事業者、行政の連携

に加えて、産官学との連携ともいいましょうか、県内の教育界の大学や、高校、中学、小学校といったとこ

ろとも連携しています。そういった面でも、富山県民の皆様は、一致団結してやっていこうと、こういう行

動に繋がっているのではないかと考えています。 

○崎田氏 ありがとうございます。今、ルールを決めたらやるという県民性があるのではないかという、と

ても素晴らしいのですが、では全国の地域で、ルールを決めたらやるというふうにしていくにはどうしたら

いいのか、どなたか何かヒントをいただければと思うのですが。 

○岩田氏 私たちの活動は本当にささやかですが、ひとりひとりが行動をすることによって、多くの人々が

その意識や生活習慣を変えることができると思います。それがまた社会を変える力になったと自負しており

ます。富山県が先駆けてやりましたけれど、これを全国に広めることができればと願っています。10年たっ

て14憶枚のレジ袋削減と発表されました。誇りと喜びを感じております。ぜひ全国の方々にもこの活動を御

理解いただき取り組んでいただければと思います。 

○崎田氏 ありがとうございます。ひとりひとりが暮らしの中から取組み、暮らしを変えていく、それが社

会を変えていくことにつながる。やはり多くの県民のかた、ひとりひとりに、これが大事だという情報をき

ちんと届けるという、そこがすごく大事なのかなと思います。岩田さん、尾畑さんのお話を伺って、両団体

とも、アンケートなどをとって、県民の方が今こういう考え方だけれども、課題としては、そこを変えてい

くのが大事ではないかとか、状況を定量的にしっかりと数字で把握し、課題を明確にしておられるなと思う
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のですが、そういうことは習慣的に活動の中で根付いておられるのでしょうか。 

○尾畑氏 アンケートは、色々実態を知るだけではなく、今こういう話題が、例えばエシカル商品について

どれくらい知っていますかとか、SDGsについて少しでも広めたいということ、そういう知識を少し理解して

いただくという意味もあって、アンケートをとります。ありがたいことに2,000件くらい配布できますので、

そこから知らない人もちょっとは知る。それから意識や行動の実態を知る。この二つの面をアンケートから

得ることができ、それが次の行動に繋がっていくと思っております。 

○崎田氏 アンケートをとることで、伝えることにもなるし、そこから状況を知ることにもなると。ありが

とうございます。では例えばレジ袋など使い捨て型のものを安易に使ってしまいがちなライフスタイルを直

していく、そういうきっかけにするにはどうしたらいいか、ハリタさん、プラスチックの話に特化していま

すけれども、何かコメントあればぜひ

お願いします。 

○張田氏 先程県民性というお話か

ら、富山県だけで行われても日本の財

産にならないという話がありました

けれども、国民性という視点からみま

すと、日本人は０から１を作るのはす

ごく苦手で、かつ、前例がないという

ことに対してトライしていく意欲が

少し低いように感じられる国民性と思います。その中で、一番日本の国民の弱いところは、みんなやってい

るよ、と言われるとなぜかやらなくてはいけないみたいな衝動にかられてすぐ行動を起こすところもあるよ

うですが、そうするとやはり、そこに風穴をあけて、既成の事実をひとつひとつ作っていくことが社会全体

を動かしていくための大事な要素と思います。色々な素地が整っている富山県から、ひとつでも未来の課題

に対して穴をあけて前例を作り大きく展開していくことが必要ではないかなと思っております。先程環境省

の冨安室長から海洋プラに関して国際問題の問題提言がありましたが、カメにストローが刺さっている衝撃

的な映像が世界をかけめぐって、世界の人たちのマインドチェンジが起こりかけているという、そんなとこ

ろに私たちが生きているわけですが、これはまさに災害ではなくて人災による環境問題を解決していくとい

うことは、やはり地域でかなり知恵を絞ってやっていかなくてはいけない時代に入ってくると思います。富

山型が社会問題の解決力といったもののプロセスをしっかり持っているということにすれば、プラスチック

問題におきましても、今日は３Ｒですから、リデュース・リユース・リサイクルの順番にいくとリサイクル

の点でちょっと触れさせていただきますが、富山県には富山環境整備というプラスチックのプロフェッショ

ナルのリサイクラーが構えております。そこにまた、富山湾、また問題を解決するプラスチックのリサイク

ルシステムみたいなものを確立して、富山県が先行したならば近県へエリア展開していくといったようなこ

とが理想だと思います。その素地を拡げて、技術開発と社会システムを回転させていくことで、そのシステ

ムをこれから必要になるアジアとか後進国に輸出していけば、非常にいい絵が描けるのではないかと思いま

す。 

○崎田氏 身近なところからしっかり考えながら、技術開発と社会システムをきちんと作って、それを日本

からそしてアジアとかそういうところに広げていこうと、ありがとうございます。冨安さん、この今の３Ｒ

を連携して拡げるということに関して、環境省でこれからどういうところをポイントにしていきたいか、お

話いただければありがたいと思います。 

○冨安氏 今日は他のパネリストの方々からお話を伺いまして、連携が大事だということで色々取組を進め

られている話を聞かせていただきました。その一方で、個人のレベルでも認識をして行動を変えていくと。

細田先生や崎田先生のお話でもSDGsの絡みで使う責任という話もありましたけれども、使う側の意識を、ひ

とりひとりのレベルでも変えていくということも連携とともに、一緒にひろめていかなければならないので

はないかと改めて認識しました。今回の推進大会などに御参加いただくのも、そういった意識を拡げていく

きっかけになると思いますので、引き続きそういったところを取り組んでいければと思っております。 
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○崎田氏 どうもありがとうございます。富山県さんも、今回このように仕掛けていただいてありがとうご

ざいます。今までお話をされた中で、これから富山県から世界にひろげたいという、他に言い残したことが

あればぜひお話をいただければと思いますけれども。 

○矢野氏 繰り返しになりますが、今日お集まりの関係団体や県民の皆様、行政が一体となって、今日の日

を機会に、さらに一層３Ｒの推進に向けて、しっかりと頑張っていきたいと思いを新たにしております。皆

様、よろしくお願いします。 

○崎田氏 ありがとうございます。今日のパネルディスカッションで、作る責任、使う責任、やはり物を作

る側売る側、そして使う消費者皆が自分たちの役割を考えながらしっかりと取り組んでいくことが連携や信

頼関係づくりのすべての基本であるということを共有したと思います。そのために、アンケートや調査で課

題を明確にし、課題を定量化してきちんと皆に共有するとか、事業者の新しい技術開発をしっかりと伝える

とか、そういう定量化、技術開発の情報、それをしっかり共有していく、そこがすべての基本に徹底されて

いると思います。全国各地で、地域の中で３Ｒの解決したい課題はまだまだ沢山あると思います。こういう

ことを、情報をしっかり蓄積し、市民団体や企業の皆様の取組などの情報を共有し、そしてそれを皆で話し

合えるような場をしっかりと提供する、そして話し合いながら新しいシステムを作っていくという、そうい

うことを行政の皆様もしっかりと考えて取り組んでいただく、そういうことで地域の中に新しい３Ｒの仕組

みが根付いていくのではないかと、今日は富山県の皆様とお話して実感しました。今日、こちらに全国から

お越しの方もかなりいらっしゃると思いますので、ぜひ全国各地に伝えていただきたいと思いますし、富山

県の皆様も、そういうポイントを明確にしながら地域循環共生圏づくりに関して発信していただければ大変

ありがたいなと思います。（観客席の）細田会長、なにか

一言よろしいですか。 

○細田氏 先程県民性とおっしゃっておりましたが、そ

れだけではなく、個々の色々な方々の努力がつなぎ合わ

さっているということだと思います。小型家電リサイク

ルで申し上げましたが、あの時、法律ができる前に、当時

の環境省のリサイクル推進室長と経済産業省のリサイク

ル推進課長の二人を富山に連れてきて、ハリタ金属に行

ったわけですが、そこにちゃんと県の人が来ていて、フォ

ローするような仕組みができていたということです。ぜ

ひ私は富山のモデルを学んで、全国に伝えたいと思います。どうもありがとうございました。 

○崎田氏 突然会長をひっぱり出しました。どうもありがとうございます。今の話にもあったように、県、

企業、消費者団体、研究者、専門家、多くの方が力を合わせようという、そういう形が根付いておられると

いうことを本当に痛感いたしました。これからもぜひ活動をし、発信をしていただければありがたいと思い

ます。どうもありがとうございました。 
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（６）次回開催地挨拶 

   新潟市環境部廃棄物政策課長 鈴木稔直氏 

 

御紹介いただきました、新潟市廃棄物政策課長の鈴木でございます。まずもって富

山大会の成功、大変おめでとうございます。そして来年度、新潟市を開催地に選定い

ただきまして誠にありがとうございます。新潟市も低炭素、循環型社会の形成に向け

まして、３Ｒにも様々取り組んでおります。政令市のリサイクル率では現在２位とい

ったところもありまして、この大会が来年度、新潟市で開催されるのは大変有意義で

ありますし、新潟市からまた様々に情報発信できればと考えております。 

来年の１月１日、新潟市は港がひらきまして開港150 周年を迎えます。現在、様々

な観光誘客に取り組んでおり、この大会が開かれます10月には、ちょうどＪＲのデスティネーションキャン

ペーンが開かれまして、そのテーマが食文化であります。新潟市のおいしい料理、そして地酒を、大変楽し

めると思いますので、ぜひ一泊、宿泊つきでお越しいただければと思います。 

結びになりますが、この富山大会同様、来年新潟市に大勢の皆様がお越しいただくことを祈念しまして、

次回開催地の挨拶とさせていただきます。どうもありがとうございました。 

 

４．３Ｒ推進展示コーナー                               

メインホール入口に続く３階ホワイエには、３Ｒ推進展示コーナーが設けられ、33 団体が出展したほか、

３Ｒ促進ポスターコンクール入賞作品の展示パネル、メダルプロジェックト回収ＢＯＸが設置されました。

開会前には、あきもと司環境副大臣らが展示コーナーを訪れ、ブース担当者の説明を熱心に聞いていました。 

【出展者】（順不同） 

○環境省○環境省中部地方環境事務所○富山県環境政策課○富山県環境保全課○３Ｒ活動推進フォーラム○

リデュース・リユース・リサイクル推進協議会○段ボールリサイクル協議会○飲料用紙容器リサイクル協議

会○アルミ缶リサイクル協会○スチール缶リサイクル協会○プラスチック容器包装リサイクル推進協議会○

紙製容器包装リサイクル推進協議会○ＰＥＴボトルリサイクル推進協議会○ガラスびん３Ｒ促進協議会 

○３Ｒ推進団体連絡会○NPO 法人持続可能な社会をつくる元気ネット○公益社団法人食品容器環境美化協会

○とやまエコ・ストア連絡協議会○北東アジア地域環境ポスター展○富山県食品ロス・食品廃棄物削減推進

県民会議○公益財団法人とやま環境財団○公益財団法人環日本海環境協力センター○公益社団法人富山県浄

化槽協会○一般社団法人全国浄化槽団体連合会○NOWPAP（北西太平洋地域海行動計画）○富山県婦人会○富

山県消費者協会○富山市○富山市エコタウン交流推進センター○射水市○福井県○石川県○長野県 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展示コーナーを視察するあきもと副大臣、崎田３Ｒ活動推進フォーラム副会長 
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５．名刺交換会                                   

 記念シンポジウム終了後、３階ホワイエの３Ｒ推進展示コーナーで、主催関係者や講師・パネリストと大

会参加者による名刺交換会が行われました。出席者は、用意された地元富山県の名水「立山の天然水」「秘境

黒部」や「しろえび紀行」「薄氷」などのお菓子を味わいながら、歓談に花を咲かせていました。 
 
 
 
 
 
 
 
                        

 

◀
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Ｒ
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◀
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ス
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
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▲▼展示コーナーには、主催者をはじめ、自治体、関連団体等多数出展されました。 

◀リユースカップを利用しました。 
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６．関連行事                                    

（１）施設見学会 

本大会の関連イベントとして、富山県と３Ｒ活動推進フォーラムが主催する施設見学会が10月 12日（金）

午前中に行われました。見学先の富山市エコタウンは、県内でも大規模な廃棄物・リサイクル関連の産業団

地であり、様々な高度分別・処理を行っている企業が集積しています。9時に富山駅に集合、バスで移動し、

富山市エコタウン交流推進センターで説明を受けた後、エコタウン産業団地内にある日本オートリサイクル

株式会社（自動車リサイクル施設）と富山グリーンフードリサイクル株式会社（生ごみ及び剪定枝のリサイ

クル施設）の2社を巡り、話を伺いながらそれぞれ作業の流れを見学しました。参加者は45名でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）とやま環境フェア2018 

 10月 13日（土）・14日（日）には、富山県高岡市の高岡テクノドームにて、「とやま環境フェア2018」（主

催：富山県、高岡市、環境とやま県民会議、（公財）とやま環境財団）が開催されました。 

同展は 1998 年から続く日本海側有数の環境に関する展示会であり、今年は３Ｒ推進全国大会に合わせて

「未来へつなごう！エコなくらし（いつでも、どこでも３Ｒ）」をテーマに開催。65 団体が出展し、両日あ

わせて約15,000人の方が来場しました。環境省中部地方環境事務所、３Ｒ活動推進フォーラムもブース出展

しました。 

 
 

エコタウン交流推進センター展示室 日本オートリサイクル（株） 

会場の模様 出展ブースには子ども達も沢山訪れました。
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７．資料                                    

（１）第13回３Ｒ推進全国大会開催案内（参加申込書） 
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裏面 
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（２）参加者用パンフレット 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 ページ                            ２ページ 

３ページ                            ４ページ 
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（３）来場者アンケート 

①アンケート票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②アンケート集計結果 

回答数は199名でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 あなた自身について御尋ねします。 

（1）御参加のお立場 （2）御所属（複数回答可） 

被表彰者又は

そのご関係者, 
11%

施設見学

参加者, 
14%

①及び②以外, 
75%

49

7

25

3

22

20

0

11

62

7

①市町村

②一部事務組合

③都道府県

④国･関係機関

⑤ＮＰＯ･市民団体

⑥個人

⑦報道関係

⑧廃棄物･リサイク関係業界

⑨⑧以外の企業、団体

⑩大学、研究者、

コンサルタント等

（単位：人） 

【参加者の属性】 
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      ①富山県内 

②富山県以外（都道府県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①大変よかった 

②よかった 

③普通 

④よくなかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11

11

5

7

12

20

9

表彰式

基調講演１

事例発表１

事例発表２

基調講演２

パネルディスカッション

３Ｒ推進展示コーナー

29

95

64

48

125

57

45

表彰式

基調講演１

事例発表１

事例発表２

基調講演２

パネルディスカッション

３Ｒ推進展示コーナー

1 大会全体についてどのように感じましたか。 

2 特に良かったプログラムは何ですか？ 

（複数回答可） 

3 良いと思わなかったプログラムは何ですか？ 

（複数回答可） 

（単位：人） （単位：人） 

大変よかった, 
34%

よかった, 
53%

普通, 12%
よくなかった, 

1%

（3）本日はどちらから御参加いただきましたか？ 

富山県内, 
156

富山県以外, 
29

 

＜②と回答された方＞ 
・山形県  ・福島県 
・茨城県  ・群馬県 
・千葉県  ・東京都 
・神奈川県 ・石川県 
・長野県  ・岐阜県 
・愛知県  ・大阪府 
・兵庫県  ・岡山県 
・愛媛県  ・宮崎県 
・沖縄県 
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<記念式典> 

・表彰式で、ポスターコンクールの受賞について、受賞理由や、作成の意図が見えてこなかった。パンフレットで記述する

だけでもいいと思うので、分かるとありがたい。 

<基調講演１> 

・森林環境税の創設すばらしい。レジ袋の無料配布の廃止。 

・数字を入れて、効果、参加意識等が判り良かった。 

<事例発表１> 

・中越パルプ工業の方がハガキ回収しリサイクルしていると話されたが、個人の住所等載っているので、少し抵抗がありま

す。 

<事例発表２> 

・沖縄の子ども達の買い物ゲームでごみの減量化を考えさせるのは、自然でとても良いと思った。（金の使い方、買い方） 

<基調講演２> 

・難しくとらえられがちなＳＤＧｓについて、３Ｒとからめてとてもわかりやすく解説いただいたと思います。またお話の

され方も、とても元気とやる気をいただけるものでした。機会があればまた別の機会にもご講演をお聞きしたいと思いま

した。 

<パネルディスカッション> 

・パネリストの話に時間をとってほしい。 

<講演全般> 

・３Ｒ推進の先進的な実践にどんどんつながってゆく行動の発表を望んでいた。 

・基調講演、事例発表計４題は多いのでは？ 

<３Ｒ推進展示コーナー> 

・ポスター展示（パネル原画）について、県、全国、そして世界からの作品をみて、環境問題を地球規模で取り組んでいる

ことを認識した。 

<その他> 

・参加者の内訳。もっと一般の方々に参加してもらえたらいい（主婦層が少ない）結果的には、一人ひとりが（意識）、 

“もったいない精神”をもつこと。 

・他県の３Ｒ推進（全国大会なので）の資料を、沢山置いて欲しいです。 

・時間配分が良くなかった。 

 

 

 

①意識に変化があり、行動につなげようと思った 

②意識に変化はなかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<①と回答された方> 

・生ごみの肥料化、箸の紙へのリサイクル、古着のリフォーム、太陽光発電、ごみの減量、もっともっと健康でがんばろう

と思った。 

・フードロス、プラスチックごみ問題をしっかり意識を強く持って個々に取り組みながら少しづつでも広げて行けたらと思

いました。子ども達に伝え続けることが大きなうねりに繋がるので、教育の一環として常に伝え続けていけたらと思った。 

5 大会に参加して、３Ｒに対する意識に変化はありましたか。

4 上記で回答いただいたものについて、具体的にどのようなところが良くなかったのか。また、どのように改善すればよ

いものになると思うか、お書きください。 

6 上記で①と回答された方は、具体的にどのように変化があったかお書きください。また、②と回答された方は、どう改

善すれば、３Ｒ行動につながると思うか、お書きください。

意識に変化があ

り、行動につな

げようと思った, 
88%

意識に変化は

なかった, 
12%
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・３Ｒに取り組まねばならない理由が明らかになり、目的の意識づけができた。 

・全国的にこんな、一生懸命して居られるとは、自分は、思わなかった。 

・携帯電話をリサイクルにしようと思った。 

・全国規模でなかなか進まない課題について富山県がいくつかの成功事例を示している点に注目していきたい。立場の違う

人たちの協力体制について参考としたい。 

・レジ袋にしても、頑張って活動された方々がおられ、普及した事を知り、意識が変わりました。 

・講演頂いた各会社、県の取組にヒントがあったのと、当社にて活用できるのではと今後考えて対応しようと思った。 

・意識の高い企業・団体などは常に主体的にアクションを起こし実践を続けておられる。社会全体に貢献しつつ、コスト意

識も高いから経営的にも成り立っているところが評価できる。これからの環境施策に生かしていきたいと思う。子ども達

への啓発活動が想像以上に効果を発揮することを知った。沖縄の取り組みをみると自分たちの遅れを感じさせられた。 

・地元の通学区域での啓発に更に取り組んでいきたい。 

・今までも自治会でリサイクル活動を行っている。しかし、ＬＧＢＴＩＱへの偏見がどこかに残っていたが、近頃マスコミ

でも多く問題や話題になり、誰一人残さないことの大切さを考えさせられた。３Ｒの問題が、人間関係にまで広げなけれ

ばならないことに驚き、深く考えさせられた。 

・身近なところから心掛けていきたい。古着のリサイクル、レジ袋の減量。もっと環境にやさしくなるよう、主婦として勉

強していきたい。 

・小型家電リサイクルについて知識を得ることができた。 

・いくつかのプログラムの中で、３Ｒの効果を数字で示されたことで、「行動しなければ」と強く感じました。 

<②と回答された方> 

・出席している方は充分に意識が高いと思う。そうでない方々にいかに広げていくかが、重要。 

・日頃から３Ｒを意識しているので、②ですが、関心、興味がなくての②ではない。 

・現状意識している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①大変よかった 

②よかった 

③普通 

④よくなかった 

 

 

 

 

 

61

13

4

13

8

82

26

①案内状が送られてきた

②ネット･メール

③新聞、専門誌等

④被表彰者、施設見学等

ご参加者からの案内

⑤④以外の知り合い

⑥県等からの呼びかけ

⑦その他

7 ３Ｒ推進全国大会については何でお知りになりましたか？

（複数回答可） 

8 大会の運営方法、スタッフの対応はいかがでしたか？ 

＜②と回答された方＞ 

・環境省のＨＰ 

・３Ｒ活動推進フォーラムのＨＰ 

・富山環境財団 

・Facebook 

＜⑦と回答された方＞ 

・県婦人会 

・消費者協会 

・職場から 

・女性団体から依頼 

・知人から 

・市役所から 

・市の環境衛生協議会 

・自治会役員 

・所属団体 

 

（単位：人） 

大変よかった, 
30%

よかった, 
52%

普通, 18%

よくなかった, 
0%
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・全国大会は判かりますが、時間の配分を考えてほしい。 

・参加者を観察すると年配の方が多く、現役世代が少ないと感じた。やはり時間が長いからか？全国大会なので、いろいろ

な取組み等紹介したいのはわかりますが、もう少し短いと現役世代の参加が多くなるのでは？ 

・時間の配分（終了をもう少し早く）。 

・パネルディスカッション、時間が少ない。 

・さすが全国大会。講師の方々も充実。いろんな方に伝えたい。広めたい！ 

・各種発表はどこも一生懸命で非常に良かった。しかし、質問をもうけてはどうでしょうか。 

・非常に難しいが、最後まで帰らないプログラムのつくり方（私自身は良いと思ってましたが…）。 

・一般の方々が参加しやすい（土）～（日）の開催はできないのでしょうか？ 

・３Ｒは食育と同じで、子どもの時からの教育が大切。 

・３Ｒの大会にアンケート用紙と共に使い捨ての筆記具をつけるのはいかがなものか。 

・多くのプログラム・テーマをつめ込み過ぎの様に感じます。 

・開催地区のリサイクルの現場視察は開催県は大変ですが今後もぜひ続けてほしい（参加すると大きな気づきがあります） 

・パネルディスカッションの内容は、連携が大切であるというテーマがプログラムを通して考えられる進め方が良かった。 

 

 

・こういう風に「関係者」を集めて、意識を高めるのもいいが、「それ以外の人」に広まらなければ、それほど意味はな

い。なんでもそうだが、「一般の人々」に周知徹底されてこそ、意義がある。 

・子どもたちに３Ｒについて話し、体験させていると、大人も変わっていく。その考えに共感しました。 

・他の団体・自治体などの活動を知ることができる良い機会だった。 

・ポスターが非常にうまく書いてあった。 

・手話通訳の人がおられず残念に思いました！！知事さんのお話は、わかりやすく大変勉強になりました。発表される人

の声が小さい人があり残念！！マイクの位置をしっかり確認されたらどうでしょうか？細田衛士先生の「今日の一番伝え

たい事はここです。」（１７のキーワード等）と話されてからスタートで、よく分かり勉強になりました。 

・一般（国民・県民・市民）の人々に３Ｒの意味、何故行うのか？将来への危倶（不安）等を知ってもらう事、国を挙げ

て取り組む必要がある。義務教育期間中に知識として、また知恵として実践を通して学んでもらう施策が必要と思う。ま

た、各自が自ら行動する。あるいは行動できる勇気を養う事が大切と思います。３Ｒ→５Ｒへ。 

・将来の「持続可能な社会」づくりのためには今回のようなイベントに、中学、高校、大学の中で意識高く考えたり取り

組んだりしている生徒や学生に多く参加していただければ、社会は大きく変えていけると思います。 

・アンケートについていた、クリップ付えんぴつは、必要なのでしょうか？ほとんどの方が何かしらの筆記具を持ってき

ておられていると思う。持ってこない方だけに、えんぴつ貸出をすればよいのでは。パネルディスカッションのペットボ

トルと紙コップについては準備が大変ですが、ガラスコップでの水だけでもよかったのでは。社会全体を動かしていくた

めに行っている３Ｒ推進全国大会ではないのでしょうか？上記２点、細かいことかもしれませんが、とても大事なことと

思います。 

・３Ｒは全国民が対象であり、知ってもらって理解してもらって実践してもらう。その為にその県で行われる企業、住民

を含む産・官・民・企・住民が（皆で集容するくらいになれば！）来る様な場に、集客、ＰＲすべきと思う。もっと巨大

化していくべき（テーマが素晴らしいので）と思った。経団連（生産側）、廃棄物業界、各県、各市町村の廃棄物指導課

など皆にきいて欲しいし、来て学んで欲しい！ 

・買い物ゲームは子どもに伝える時にあそび感覚もあり取り組みやすいと思った。取り組んだ子供たちの素直な感想がす

てきで、又、私たちが見過ごしている事を反省させられた。 

・細田教授の話をきいていて「イタイイタイ病」は過去の問題ではなく海を汚す事によって今後も十分おこりうる事がわ

かり、恐怖を感じました。 

・基調講演、事例発表などのパワーポイントの資料があり、小さくて見えない文字も見やすかった！ 

・環境先進県富山として、素晴しい会議でした。 

・駐車場がある場所お願します。 

・展示ブースもよかったです。もっとゆっくり見たかったです。子ども達のポスターに書かれているキャッチコピーもし

っかり考えたものであり、感心しました。 

・石井知事自らプレゼンされたのには驚きました。 

・社会・地域を変えるために国民性、県民性を利用するという視点は大切だと感じました。今後また、富山から日本を変

える、世界を変えるシステムが出ることを期待したい。 

・レジ袋有料化の推進が徹底出来ていない我が県に於て、今後強力に推進する必要を感じました。それには婦人がかかわ

る事が大事であると理解しました。  

9 大会のプログラムや進め方等についてご意見があればお書きください。

11 その他、御意見があれば御自由にお書き下さい。 
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（４）報道掲載記事 

 

 

 

 

  

富山新聞 

10 月 13 日 

北日本新聞

10 月 13 日

ウエイスト マネジメント 

10 月 5 日 
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ウエイスト マネジメント 10 月 15 日 

環境新聞 10 月 10 日 
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都市と廃棄物 11 月号 

月刊廃棄物 12 月号 

 



 

 

     

第13回３Ｒ推進全国大会 

開催報告書 

 

平成31年 3月 

第 13回３Ｒ推進全国大会実行委員会 

実行委員会事務局：３Ｒ活動推進フォーラム 

東京都墨田区両国3-25-5 JEI両国ビル8Ｆ 

公益財団法人廃棄物・３Ｒ研究財団内 

TEL:03-6908-7311 FAX:03-5638-7164 

Mail:info@3r-forum.jp 

※カラー版は、３Ｒ活動推進フォーラムのホームページからダウンロード可能です。 

http://3r-forum.jp/activity/meeting/index.html 



 

 

                        

         

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可 

本冊子は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係る判

断の基準に従い、印刷用の紙へのリサイクルに適した材料〔Ａランク〕

のみを用いて作製しています。

この製品は,古紙パルプ配合率 80％の再生紙
を使用しています。このマークは,３Ｒ活動推
進フォーラムが定めた表示方法に則って自主
的に表示しています 


	2_本文１式典
	3_本文２シンポ(知事）（修正0206）
	4_本文３事例（中越）（修正0206）
	5_本文４事例（沖縄）
	6_本文５シンポ（細田会長）
	7_本文６（パネルディスカッション）
	8_本文７次回挨拶（新潟市）・関連行事
	9_資料・裏表紙



